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ご あ い さ つ 

土佐教育研究会 

会長 藤田 由紀子 

土佐教育研究会創立５０周年を迎えるにあたり、一言御挨拶を申し上げます。 

 昭和４７年に創立された土佐教育研究会は、５０年の間数多くの研究実践を発表するとともに高知県の

教育をリードする優れた数多の実践研究者を輩出してまいりました。改めて、先輩方が教育の理想を追求

しながら築き上げてきた歴史と伝統の重みを感じています。そして、その伝統と志を確かに継承するとと

もに、新たな歴史を創造することが、私達に課せられた務めであると考えています。 

 私達は、今大きな変革の中にいます。 

 昨年度、小学校新学習指導要領が全面実施となりました。それに続き、本年度は中学校、来年度は高等

学校でも新たな教育が始まります。コンテンツベースの教育からコンピテシーベースの教育への転換が求

められています。また、小学校「外国語」の教科化や「プログラミング教育」の導入など新たな学びもス

タートしています。 

 そして、新型コロナウイルス感染拡大による生活様式の変化によって学校生活も様変わりしました。こ

れまで当たり前であった様々な行事が学校のルールが見直されるとともに、より柔軟な対応が求められる

ようになりました。 

 また、コロナ感染拡大を機に急速に進展した GIGAスクール構想によって、学校に１人１台のタブレッ

ト端末が導入され「個別最適化された学び方」やデジタルを活用した「協働的な学び」のスタイルが実現

しようとしています。私たちは、社会のありようとともに変わる教育の変革にフレキシブルに対応してい

かなくてはなりません。 

 さて、今回創立５０周年を記念して開催されます記念講演会は、「みんなの特別支援教育〜通常学級で

取り組む事〜」と題して、関西国際大学教育学部学部長、中尾繁樹教授にご講演いただきます。「ユニバ

ーサルデザイン」「インクルーシブ教育」は学校現場の喫緊の課題です。また、創立記念講演会と同時開

催されます第１２回土佐教育研究大会で５支部から提案されます実践研究には「国際バカロレア初等教育

プログラム」「組織改革」「教科担任制」「性の多様性」「総合的な学習」と今まさに旬のテーマが取り

上げられています。このように本会から発信される提案、講演どれをとっても、この変革の時に、明日を

生きる子ども達の成長と幸せを目指す私達にとって指針となるものばかりであると自負しております。こ

れからも、教育の本質を見失うことなく、会員の皆様とともに具体的な取り組みを着実に積み上げていく

土佐研であり続けたいと思います。 

 最後になりましたが、創立５０周年にあたりご祝辞をいただきました、高知県教育委員会教育長 伊藤

博明様、高知県市町村教育委員会連合会会長 竹内信人様に厚く御礼申し上げます。また、高知県教育委

員会、高知県市町村教育委員会連合会、高知県小中学校長会、高知県小中学校教頭会、（公財）日本教育

公務員弘済会高知支部、高知県文教協会はじめ関係諸機関の深いご理解とご支援に改めまして感謝申し上

げ、挨拶とさせていただきます。 
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祝  辞 

 

 

 

高知県教育長 伊藤 博明 

 

 

 土佐教育研究会創立５０周年を迎えるにあたり、一言お喜びを申し上げます。 

まず、土佐教育研究会におかれましては、５０年の長きにわたり、子どもたちの確かな成長と

幸せを願い、変化の激しい社会に対応する能力の育成を目指した教育実践を積み重ねるなど、本

県教員の資質・指導力の向上や教育課題の解決、教育の振興に大きく貢献いただいておりますこ

とに深く敬意を表します。また、近年、全国学力・学習状況調査等において改善傾向が見られま

すのは、先生方の熱心な取組の賜と感謝しております。 

さて、私達は、昨年度以降、大きな変革を迎えています。１つめは、皆様もご承知のとおり、

新学習指導要領が、小学校は昨年度から、中学校は今年度から全面実施となり、内容を教える授

業から、資質・能力を育む授業へと転換を図ることが求められています。また、小学校では「外

国語」の教科化や、「プログラミング教育」の必修化など、国際社会の動向を見据えた新たな学

びがスタートし、中学校では、それを受けての学びの高度化が求められています。 

２つめは、新型コロナウイルス感染症拡大による生活様式の変化です。それに伴い学校におい

て急速に進展してきたのが、１人１台端末を活用した「新しい学習スタイル」です。 

県教育委員会におきましても、令和２年度に改訂した「第２期教育等の振興に関する施策の大

綱」及び「第３期高知県教育振興基本計画」において、これまで取り組んできた「チーム学校の

推進」や、「厳しい環境にある子どもへの支援や多様性に応じた教育の充実」などに加え、新た

に「デジタル社会に向けた教育の推進」を基本方針の１つに掲げました。特に、「学校の新しい

学習スタイル」の構築では、授業や放課後学習等でも活用できるデジタル教材を備えた県独自の

学習支援プラットフォーム「高知家まなびばこ」の運用を開始し、個々の学ぶ力を引き出しなが

ら、主体的・対話的で深い学びの実現を目指しています。 

貴研究会におかれましては、「主体的・創造的な教育」を研究テーマとし、確かな実践を積み

重ねて、その成果を常に発信していただいております。県教育委員会としましては、本県教育の

さらなる振興が図られるよう、土佐教育研究会の皆様方との連携・協働を一層深めてまいりたい

と考えております。 

今後とも、貴研究会の益々のご発展と、会員の皆様方のさらなるご活躍を祈念申し上げ、お祝

いの言葉といたします。 
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土佐教育研究会創立５０周年 お祝いの言葉 

 

高知県市町村教育委員会連合会 

 会 長  竹 内  信 人 

 土佐教育研究会創立５０周年、誠におめでとうございます。 

 貴会は１９７２年創立以来、半世紀もの長きにわたり、県内最大の教育研究団体として、高知

県の教育の充実・発展に多大な貢献をしてこられました。各教科・領域等における理論的・実践

的な研究により、県内各小中学校の教育力、指導力の向上に寄与していただくとともに、全国大

会、中四国大会、四国大会、県大会などを開催し、先進的で優れた教育実践を発表、交流してい

ただきました。土佐教育研究会のこうした地道で熱心な活動により、本県の教育の質的向上が図

られているのだと思います。高知県市町村教育委員会連合会といたしまして、貴会のこれまでの

営みに対し感謝と敬意を表しますとともに、創立５０周年を心からお喜び申し上げます。 

 さて、高知県教育委員会は、令和元年度までの４年間を期間とする第１期の教育大綱及び第２

期の高知県教育振興基本計画において、「学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって

羽ばたく子どもたち」、「郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓

く人材」の育成という基本理念のもと、様々な取組を進めてきました。 

 土佐教育研究会会員をはじめとする教職員の皆様の取組などによって、知の分野では、全国学

力学習状況調査の結果において、小学校では引き続き全国上位に位置し、中学校も全国平均との

差を縮めており、徳の分野では、道徳性等に関する調査の結果が向上し、体の分野でも、体力・

運動能力が全国水準まで到達するなどの成果が出ています。 

 一方、本県の不登校の状況は、いまだ全国よりも高い水準にとどまっているなど、依然として

対応すべき課題も残っています。また、Society5.0というような、技術革新が急速に進む中に

おいて、教育の果たす役割が極めて重要となっています。 

 こうした中、令和２年３月、第２期の教育大綱及び第３期の高知県教育振興基本計画が策定さ

れ、チーム学校の推進など、これまで成果をあげてきた取組を一層充実させるとともに、「デジ

タル社会に向けた教育の推進」を新たな柱として掲げ、６つの基本方針のもと、取組を進めてい

くこととなりました。これらは、子どもたちにしっかりとした学力をつけて進路を保障したい、

人とのかかわりの中で自立や社会生活のために必要な力を身に付けさせたいとの願いをもって、

諸先輩方から脈々と受け継がれてきた取組と多くは共通する取組であり、一方で、デジタル社会

に向けた教育の推進や安心・安全な教育基盤の確保など、今日的な教育ニーズに対応した取組も

充実していかなければならないと考えています。 

 このような折、本県の教育研究団体のリーダーである土佐教育研究会への期待は、ますます大

きくなっているものと考えます。貴会の取組が、本県の教育力向上の重要な役割を担っていると

の自負と誇りを持っていただき、一層の組織の拡大と取組の充実を図っていただきたいと存じま

す。今後とも、本県教育の充実のためにご尽力いただきますようよろしくお願いいたします。 

 結びに、会員の皆様のご健勝とご活躍、そして土佐教育研究会のますますのご発展を心から祈

念申し上げまして、高知県市町村教育委員会連合会としましてのお祝いの言葉といたします。 



 

 

 

歴 代 会 長 よ り 
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回 想「土 佐 研」 
 

第１７代会長 別 當 尚 史 

  

土佐教育研究会創立５０周年，誠におめでとうございます。 

半世紀もの長きに渡って，高知県の自主的，民主的な研究活動を支え育ててこられた全ての会員

の皆様に，心より敬意と感謝を申し上げます。 

 

私が土佐教育研究会（土佐研）に入会したのは，小学校教員に採用された翌年の昭和５７年だと

記憶しています。その当時は，高知市教育研究会で所属部会の研究部員になったら自動的に土佐教

育研究会の会員になるような雰囲気でしたので，私も同世代の仲間と共に算数・数学部会の一員と

なりました。「日々の授業にさえ手こずっているような自分が，こんな大きな規模の組織に入っても

いいのだろうか」という不安はあったのですが，算数・数学部会には高知市の仲間もたくさんいま

したし，先輩の先生方から授業について手取り足取り教えていただく機会もありましたので，続け

て研究活動に参加しました。 

今振り返ると，その時やめずに研究活動を続けてきたからこそ，教師が一番大切にしなければな

らない「授業」や「学級経営」の力を向上させることができたと思っています。なかでも土佐教育

研究会では，高知市の先生方だけではなく東部の安芸や西部の幡多の先生方とも一緒に研修する機

会をもてたことが大きいと思います。ところ変われば，一単位時間の授業であっても教材解釈や扱

う学習材が違っていたり，課題とする内容が違ったりもします。それが一単元の授業構成ともなる

と，授業者のねらいや対象児童の実態等によって多種多様な迫り方があることも学ばせていただき

ました。また，県大会や中・四国大会の研究授業や実践発表の場に立たせてもらうことで，自分な

りに工夫した授業をする時の緊張感（少々のワクワク感も含む）や，提案事項の効果等について参

加者から意見をもらう醍醐味？も味わわせていただきました。 

その頃は，若年研修や年次研修などの公的な研修があまり多くなかったので，子どもたちの前に

立つ担任としての自信をつけてくれたのは、「土佐教育研究会」や「高知市教育研究会」に鍛えてい

ただいたおかげだと感謝しています。 

教員生活も折り返し地点を過ぎた頃に先輩からの声がけもあり，土佐研本部の事務局長を担当し

ました。そして，退職前の４年間会長を務めました。その時に，事務局長や研究部長らと頭を悩ま

せたのが会員数の確保です。学校現場の多忙化や公的な研修の増加等によって，土佐教育研究会が

主催する研究大会への先生方の参加が難しくなるに従って会員数も減少してきました。この傾向を

持ち直すのは一筋縄ではいかないと思います。けれども，自分自身の課題を追究することができる

自主的・民主的な研究組織であり，四国や全国ともつながっている唯一の研究組織「土佐教育研究

会」の存在は絶対に衰退させてはならないと強く思っています。土佐の教育力を高めていくために，

先生方には土佐研の研究活動を自己研鑽の場として活用してください。 

『土佐研よ，永遠なれ！！』 
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土佐研創立５０周年に寄せて 

第１８代会長 中田 正康 

 土佐教育研究会の創立５０周年をこころよりお祝

い申し上げます。 

 私が、土佐研の会長を務めたのは平成２９年度と３０年度の

２年間でした。僅か２年間ですが、この２年の間に社会は激変しました。土佐研におい

ても、新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い、これまで経験したことのない活動への

大きな影響を受けたのではないかと想像します。学校においても、教育活動に多くの困

難が伴ったことだと思います。子どもの安全・安心を第一としながら、日々の教育活動

をどう保障し、保護者との連携をどう継続していくのか、少し想いを巡らしてみるだけ

でもその困難は想像に難くありません。 

 しかし、この１年間で、重ねられた努力や創意工夫は、必ず、今後の教育の大きな糧

となるのではないかと信じております。 

 さて、私が、会長を務めていた２年間について振り返ってみますと、土佐研のこれま

での活動の継承・発展をめざす一方で、直面する課題の解決に向けて取組んだ２年間で

ありました。 

 特に大きな課題となったのが、会員の減少と活動予算の確保の問題でした。 

 現在も続く大量退職の時期を迎え、新たな会員加入がそれに追いついていかない状態

があり、新規の会員加入に向けて役員一同知恵を出し合いました。活動予算の確保につ

いては、会費等が減少する中で、これまでの研究活動の成果を損なうことのないように、

いかに、経費の削減ができるのかについて検討を重ねました。会報の印刷の代わりに、

ホームページでの閲覧にしたのも、そうした対応の一環でした。ホームページを活用す

ることで、経費の削減と多くの方々への情報提供が可能となりました。 

 こうした課題に向き合いながら、度重なる役員会で多くの方々にご意見をいただく中

で、少しずつ活路が開けてきた状況でした。 

しかし、すべての課題が解決したわけではありません。今後も、課題解決に向けての

取組は続くのだと思います。 

 土佐教育研究会は、１９７２年の発足以来、子どもたちの成長と幸福を願い、高知県

レベルで唯一の教科・領域を網羅した民間教育研究団体として、主体的・創造的な教育

を推進してきました。全県的な研究や全国レベルの研究は、土佐研の重要な役割の一つ

だと思います。 

 今後さらに、「主体的・創造的な教育を求めて」、子どもたちの幸せのために、多くの

教育関係者のみなさまが土佐研に集われることを願っています。 

 最後に、役員のみなさま、会員のみなさま、高知県教育委員会はじめ、関係機関のみ

なさま、多くの方々にご支援いただきましたことに、あらためて感謝申し上げます。 
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第  １２  回  土   佐   教   育   研   究   大   会 

土 佐 教 育 研 究 会 創 立 ５０ 周 年 記 念 講 演 会 

 

１ 期 日  令和３年８月１６日（月） 

２ 主 催  土佐教育研究会  

３ 後 援  高知県教育委員会、高知県市町村教育委員会連合会 

(公財）日本教育公務員弘済会高知支部 

４ 場 所  高知会館２階 白鳳の間 

 

５ 日 程  １３：００～１３：１５ 受付 

１３：１５～１３：２５ 開会行事 

１３：２５～１４：４０ 支部提案（５支部より 各支部１５分程度） 

１４：５０～１６：２０ 講演 

１６：２０～１６：３０ 閉会行事 

６ 支部提案 

７ 講 演  

  演 題 「みんなの特別支援教育～通常の学級で取り組むこと～」 

講 師 関西国際大学 教育学部 学部長 大学院人間行動学研究科  

中尾 繁樹 教授 

支部名 教科等 テーマ 発表者 所属 

東部 教育課程 
概念的理解を深める学びの創造 

～国際バカロレア初等教育プログラムの実践より～ 
百田 曜誠 香美市立大宮小学校 

中部 社会 追究する子どもを育てる 彼末 健一 南国市立大篠小学校 

高知 人権教育 性の多様性について理解を深める 宮田 伯子 高知市立一宮小学校 

高岡 
小規模・ 

複式 
小規模の良さを活かした総合的な学習の実践 黒瀬 忠行 佐川町立黒岩小学校 

西部 学校経営 
授業の質を向上させる組織改革 

～小学校における教科担任制を通して～ 
坂本恭美子 黒潮町立南郷小学校 
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IB の学習者像 

探究する人 

私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身に付けます。ひとりで学んだり、他の

人々と共に学んだりします。熱意をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。 

 

知識のある人 

私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を探究します。地域社会やグロー

バル社会における重要な課題や考えに取り組みます。 

 

考える人 

私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、批判的かつ創造的に考えるスキ

ルを活用します。率先して理性的で理論的な判断を下します。 

 

コミュニケーションができる人 

私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもって創造的に自分自身を表現しま

す。他の人々や他の集団のものの見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。 

 

信念をもつ人 

私たちは、誠実かつ正直に、公平な考えと強い正義感をもって行動します。そして、あらゆる

人々がもつ尊厳と権利を尊重して行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に責

任をもちます。 

 

心を開く人 

私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止めると同時に、他の人々の価値観

や伝統の真価もまた正しく受け止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧に

成長しようと努めます。 

 

思いやりのある人 

私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人の役に立ち、他の人々の生活や

私たちを取り巻く世界を良くするために行動します。 

 

挑戦する人 

私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合います。ひとりで、または協力

して新しい考えや方法を探究します。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。 

 

バランスのとれた人 

私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を構成する知性、身体、心のバラ

ンスをとることが大切だと理解しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世界

と相互に依存していることを認識しています。 
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振り返りができる人 

私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、深く考察します。自分自身の学

びと成長を促すため、自分の長所と短所を理解するよう努めます。 

教科の枠をこえた６つのテーマ 

☆６つのテーマの特徴 

• 私たちが共有する共通性をとらえている。 

• 世界全体における人間のありようは複雑で相互につながっていることを示している。 

• 世界で現実に起こっている課題についての対話に児童をいざなう。 

• 教科を真の意味で組み込めるようにする。 

• PYP の独自性に貢献する。 

 

Who we are  私たちは誰なのか 

探究の対象：自己の本質／信念と価値観／個人的、身体的、心理的、社会的、精神的な健

全さ／家族、友人、コミュニティー、文化圏を含めた人間関係／権利と責任／

人間であるということの意味 

 

Where we are in place and time  私たちはどのような場所と時代にいるのか 

探究の対象：空間と時間における位置づけ／個人の歴史／故郷と旅／人類による発見、探

検、移住／地域社会とグローバルの観点から見た個人と文明の間の関係および

それらの相互のつながり 

 

How we express ourselves  私たちはどのように自分を表現するのか 

探究の対象：アイデア、感情、自然、文化、信念、価値観の発見と表現／私たちは自分の

創造性をどのように振り返り、発展させ、楽しむのか／私たちはどのように

美を鑑賞するのか 

 

How the world works  世界はどのような仕組みになっているのか 

探究の対象：自然界とその法則／自然界（物理学的・生物学的）と人間社会の相互作用／

科学原理の理解を人間がどのように利用しているか／科学と技術の発展が社

会と環境に及ぼす影響 

 

How we organize ourselves  私たちは自分たちをどう組織しているのか 

探究の対象：人間がつくったシステムとコミュニティーの間の相互のつながり／組織の構

造と機能／社会のなかで下される意思決定／経済活動と人類および環境への

影響 

 

Sharing the planet  この地球を共有するということ 

 探究の対象：限られた資源を他の人々や生物と共有するにあたっての権利と責任／コミ

ュニティーとその内外の関係／平等な機会へのアクセス／平和と紛争解決 
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重要概念（Key Concept） 

  教科の枠をこえた学習，あるいは教科に特化した学習における概念的理解

のためのレンズをもたらすもの。重要な問いの鍵となるもの。 

Form 特徴    それはどのようなものか? 

すべてのものは、観察、特定、描写そして分類可能な、認識できる特徴をもつ形式がある 

という理解。 

 

Function 機能   それはどのように機能するのか? 

すべてのものには、調査可能な目的、役割、行動方法があるという理解。 

 

Causation 原因   それはなぜそうなのか? 

物事は理由がなく起こることはなく、起因関係があり、行動には結果が伴うという理解。 

 

Change 変化   それはどのように変わっているのか? 

変化とは一つの状態からまた別の状態へ移るプロセスであり、普遍的で不可避なものであ

る、という理解。 
 

Connection  関連    それは他のものとどのようにつながっているのか? 

私たちは個々の要素による行動が他のものに影響を及ぼす相互作用システムを持った世界

に生きているという理解。 

 

Perspective  視点   どのような見方があるのか? 

知識はものの見方によって制御されており、異なるものの見方は異なる解釈、理解、発見

を生み、ものの見方は個人的、集団的、文化的そして学問的でありえるという理解。 

 

Responsibility  責任   私たちにはどんな責任があるのか? 

人々は自分の理解にもとづいて選択を行い、その結果とし人々がとる行動は違いを生むと

いう理解。 

 

参考資料：IB資料「Making the PYP happen」 



学年 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

セントラル
アイデア

私たちの生活は人々のはたらきに
よって支えられている

自然界には法則がたくさんある 生き物は互いにつながっている 見方が変われば魅力が広がる 公共施設は人々の繋がりを強化する
私たちはたくさんの
愛でかこまれている

領域の必須項目 組織の構造と機能 自然界とその法則について
限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

私たちはどうやって考え・感情・自然・文化・
信念・価値観を発見し表現するのか

場所と時間への適応
自分自身の性質，家族・友人・コミュニティー・
そして文化圏を含めた人間関係

セントラル
アイデア

すべてのシンボルにはメッセージが
こめられている

私たちは自然の恩恵と
脅威の中で生きている

人間の生活は科学の力と
ともに発展してきた

ぞれぞれの町は時間的空間と
場所的空間でできている

思いを表現する方法はたくさんある
個性の融合が

コミュニティを活性化する

領域の必須項目
人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

科学の原理について理解したことを人間がど
のように利用しているか

場所と時間への適応
私たちはどうやって考え・感情・自然・文化・
信念・価値観を発見し表現するのか

自分自身の性質，信念と価値観

セントラル
アイデア

学びは人生を豊かにする
いろいろな人のこだわりで

私たちの生活は成り立っている
自由な発想が

豊かな創造力につながる
今は過去で創られ，未来は今が創る

消費者の選択と
地球環境は関係する

人々の生活は自然現象に
適応し，変化してきた

領域の必須項目 自分自身の性質，信念と価値観
人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

私たちの美の鑑賞について
地球規模・そして地域レベルの観点から見た個人と
文明の関係性と相互的な関連性

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

自然界（物理学的および生物学的な）と人間
社会のかかわり

セントラル
アイデア

水は限りある資源である 地形と気候は文化に影響する 制約と創造は芸術の源である 産業のかけ算は地域を救う
幸せな未来は

心と体の健康から始まる
食文化の形成は化学的変化と

密接に関係している

領域の必須項目 限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

地球規模・そして地域レベルの観点から見た個人と
文明の関係性と相互的な関連性

私たちはどうやって自分の創造性について考え，そ
れを発展させ，楽しむのか

人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

個人的・身体的・精神的・社会的・そしてスピリチュ
アルな健康

科学の原理について理解したことを人間がど
のように利用しているか

セントラル
アイデア

情報収集や分析は，我々の生活を
より確かなものにする

自由は権利の相互的な
尊重の上に成立する

すべての情報は意図的に
編集されている

人間の選択は環境に影響を与える 産業のかけ算は地域を救う 歴史は常に未来へ問いかける

領域の必須項目
自然界（物理学的および生物学的な）と人間
社会のかかわり

権利と責任
私たちはどうやって自分の創造性について考え，そ
れを発展させ，楽しむのか

機会均等の実現について
人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

地球規模・そして地域レベルの観点から見た個人と
文明の関係性と相互的な関連性

セントラル
アイデア

一人ひとりが地球人としての
役割をもっている

自由は権利の相互的な
尊重の上に成立する

責任ある選択と行動がより良い
未来を創造する

食文化の形成は化学的変化と
密接に関係している

世界の創造は
人類の移動と関係する

想像と創造の融合が感動を生む

領域の必須項目
コミュニティー内およびコミュニティ－関係の
関係性，平和そして紛争解決

権利と責任 組織の構造と機能，社会的意思決定
科学の原理について理解したことを人間がど
のように利用しているか

人類による発見・探検・移住
私たちはどうやって自分の創造性について考え，そ
れを発展させ，楽しむのか

①様々な国の成立ちの探究（特徴）
②人類の移住の背景の探究（原因）
③人類が目指すべき未来の探究（責任）

①人の心を動かす作品の探究（視点）
②表現の技の探究（機能）
③思いの具現化の探究（原因）

6
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

Exhibition
平和の追求

①法と義務と権利の探究（機能）
②人類が獲得してきた権利の探究
（原因）
③真の自由の探究（責任）

①私たちの生活と税金の関係の探究
（関連）
②国の政治の仕組みの探究（機能）
③私たちがもつ一票の重みの探究
（責任）

①科学的法則の探究（機能）
②生活の中の科学的法則の探究
（原因，関連）

①人の体と病気の因果関係の探究
（原因）
②健康な人の体の働きの探究（機能）
③よりよい暮らしの探究（変化）

①科学的法則の探究（機能）
②生活の中の科学的法則の探究
（原因，関連）

5
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①情報収集と分析，予測の探究（特徴）
②情報収集，分析，予測の方法と科学
技術の進展の探究（変化）
③予測が私たちの生活に及ぼす影響の
探究（関連）

①法と義務と権利の探究（機能）
②人類が獲得してきた権利の探究
（原因）
③真の自由の探究（責任）

①情報のもつ側面の探究（視点）
②編集者の意図の探究（原因）
③情報発信者のもつ責任の探究（責任）

①それぞれの立場から見る環境問題の探究
（視点）
②世界の環境問題の背景の探究（原因）
③未来を守る私たちの責任の探究（責任）

①日本の産業の探究（特徴）
②産業の掛け算の探究（変化）
③郷土を担う私たちの生活の探究
（責任）

①戦争の背景の探究（原因）
②互いの国の立場から見た戦争の探究
（視点）
③歴史からの教訓の探究（責任）

4
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①水と私たちの関係の探究（関連）
②限りある資源である水の循環の探究
（機能）
③限りある資源である水の重要性の探
究（責任）

①世界から見た日本の探究（視点）
②暮らしと気候・風土のかかわりの探究
（関連）
③衣食住から見る地域の暮らしの探究
（特徴）

①制約のもつ価値の探究（機能）
②詩・短歌・俳句の創作の探究（特徴）
③作品の味わい方の探究（視点）

①日本の産業の探究（特徴）
②産業の掛け算の探究（変化）
③郷土を担う私たちの生活の探究
（責任）

①ノンバーバルな表現の方法の探究
（特徴）
②ノンバーバルな表現と受け取り方の探
究（原因，視点）

①自分と他者の違いの探究（視点）
②人々の相互関係の探究（関連）
③互いの尊重の探究（責任）

3
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①キーコンセプトを通した学びの探究
（特徴）
②消防署の役割と働く人々の探究（機能）
③自分たちに学びの探究（関連）

①地域でこだわりをもって仕事をしている人
の探究（特徴）
②こだわりが自分たちの生活に与えている影
響の探究（関連）
③こだわりに支えら生活している地域の子ど
もとしての役割の探究（責任）

①表現の技の探究（特徴）
②思いの具現化の探究（変化）
③作者の思いの探究（視点）
1，2学期

①昔と今の生活の移り変わりの探究（変化）
②時代を変化させた人々の探究（原因）
③未来を創る自分たちにできることの探究
（責任）

①ごみの種類と行方の探究（機能）
②ごみとは何かの探究（視点）
③地球環境を守るために私たちにできる
ことの探究（責任）

①太陽・月・星の現象の探究（変化）
②身の回りの事象の原因の探究（原因）
③私たちの生活とのかかわりの探究
（関連）

2
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①サインとシンボルのもつ意味の探究
（機能）
②シンボル化された10の学習者像の探
究（関連）
③シンボルを大切にすることの探究（責
任）

①自然の恩恵と脅威の探究（特徴）
②体感，実感する自然の恩恵と脅威の
探究（視点）
③自然を生かした生活の探究（関連）
植物の発芽と成長⑤

①科学の力の特性と働きの探究
（機能）
②科学の力と私たちのくらしの関わりの
探究（関連）
③科学の力の利用の探究（変化）

①地図表現の探究（機能）
②地域と自分との関わりの探究（関連）
③自分たちの町「香北」の探究（特徴）

2021　　Programme  of  Inquiry      P10

1
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①学校の役割と働く人の探究（機能）
②学校と家の違いの探究（特徴）

①観察の視点と方法の探究（特徴）
②植物の成長にともなう変化の探究
（変化）
③植物のさまざまな姿の探究（機能）

①生き物の相互関係の探究（関連）
②生き物のからだの仕組の探究（特徴）
③生き物を大切にするために私たちに
できることの探究（責任）

①遊びの多様性の探究（視点）
②創造的な遊びの探究（変化）

①公共施設の役割とそこで働く人の探究
（機能）
②公共施設と家の違いの探究（責任）

①自分自身の成長の探究（変化）
②自身の成長の背景の探究（原因）



学年 Who we are Where we are in place and time How we express ourselves How the world works How we organize ourselves Sharing the planet

セントラル
アイデア

私たちはたくさんの
愛でかこまれている

公共施設は人々の繋がりを強化する 見方が変われば魅力が広がる 自然界には法則がたくさんある
私たちの生活は人々のはたらきに

よって支えられている
生き物は互いにつながっている

領域の必須項目
自分自身の性質，家族・友人・コミュニティー・
そして文化圏を含めた人間関係

場所と時間への適応
私たちはどうやって考え・感情・自然・文化・
信念・価値観を発見し表現するのか

自然界とその法則について 組織の構造と機能
限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

セントラル
アイデア

個性の融合が
コミュニティを活性化する

ぞれぞれの町は時間的空間と
場所的空間でできている

思いを表現する方法はたくさんある
人間の生活は科学の力と

ともに発展してきた
すべてのシンボルにはメッセージが

こめられている
私たちは自然の恩恵と
脅威の中で生きている

領域の必須項目 自分自身の性質，信念と価値観 場所と時間への適応
私たちはどうやって考え・感情・自然・文化・
信念・価値観を発見し表現するのか

科学の原理について理解したことを人間がど
のように利用しているか

人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

セントラル
アイデア

学びは人生を豊かにする 今は過去で創られ，未来は今が創る
自由な発想が

豊かな創造力につながる
人々の生活は自然現象に

適応し，変化してきた
いろんな人のこだわりで

私たちの生活は成り立っている
消費者の選択と

地球環境は関係する

領域の必須項目 自分自身の性質，信念と価値観
地球規模・そして地域レベルの観点から見た個人と
文明の関係性と相互的な関連性

私たちの美の鑑賞について
自然界（物理学的および生物学的な）と人間
社会のかかわり

人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

セントラル
アイデア

幸せな未来は
心と体の健康から始まる

地形と気候は文化に影響する 制約と創造は芸術の源である
食文化の形成は化学的変化と

密接に関係している
産業のかけ算は地域を救う 水は限りある資源である

領域の必須項目
個人的・身体的・精神的・社会的・そしてスピリチュ
アルな健康

地球規模・そして地域レベルの観点から見た個人と
文明の関係性と相互的な関連性

私たちはどうやって自分の創造性について考え，そ
れを発展させ，楽しむのか

科学の原理について理解したことを人間がど
のように利用しているか

人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかと
いうことに取り組む上での権利と責任について

セントラル
アイデア

自由は権利の相互的な
尊重の上に成立する

歴史は常に未来へ問いかける
すべての情報は意図的に

編集されている
情報収集や分析は，我々の生活を

より確かなものにする
産業のかけ算は地域を救う 人間の選択は環境に影響を与える

領域の必須項目 権利と責任
地球規模・そして地域レベルの観点から見た個人と
文明の関係性と相互的な関連性

私たちはどうやって自分の創造性について考え，そ
れを発展させ，楽しむのか

自然界（物理学的および生物学的な）と人間
社会のかかわり

人間の作ったシステムとコミュニティーの相互
的な関連性

機会均等の実現について

セントラル
アイデア

自由は権利の相互的な
尊重の上に成立する

世界の創造は
人類の移動と関係する

想像と創造の融合が感動を生む
食文化の形成は化学的変化と

密接に関係している
責任ある選択と行動がより良い

未来を創造する
一人ひとりが地球人としての

役割をもっている

領域の必須項目 権利と責任 人類による発見・探検・移住
私たちはどうやって自分の創造性について考え，そ
れを発展させ，楽しむのか

科学の原理について理解したことを人間がど
のように利用しているか

組織の構造と機能，社会的意思決定
コミュニティー内およびコミュニティ－関係の
関係性，平和そして紛争解決

2021　　Programme  of  Inquiry      P11

1
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①自分自身の成長の探究（変化）
②自身の成長の背景の探究（原因）

①公共施設の役割とそこで働く人の探究
（機能）
②公共施設と家の違いの探究（責任）

①遊びの多様性の探究（視点）
②創造的な遊びの探究（変化）

①観察の視点と方法の探究（特徴）
②植物の成長にともなう変化の探究
（変化）
③植物のさまざまな姿の探究（機能）

①学校の役割と働く人の探究（機能）
②学校と家の違いの探究（特徴）

①生き物の相互関係の探究（関連）
②生き物のからだの仕組の探究（特徴）
③生き物を大切にするために私たちに
できることの探究（責任）

①サインとシンボルのもつ意味の探究
（機能）
②シンボル化された10の学習者像の探
究（関連）
③シンボルを大切にすることの探究（責
任）

①自然の恩恵と脅威の探究（特徴）
②体感，実感する自然の恩恵と脅威の
探究（視点）
③自然を生かした生活の探究（関連）
植物の発芽と成長⑤

3
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①キーコンセプトを通した学びの探究
（特徴）
②消防署の役割と働く人々の探究（機能）
③自分たちに学びの探究（関連）

①昔と今の生活の移り変わりの探究（変化）
②時代を変化させた人々の探究（原因）
③未来を創る自分たちにできることの探究
（責任）

①表現の技の探究（特徴）
②思いの具現化の探究（変化）
③作者の思いの探究（視点）
1，2学期

①太陽・月・星の現象の探究（変化）
②身の回りの事象の原因の探究（原因）
③私たちの生活とのかかわりの探究
（関連）

①地域でこだわりをもって仕事をしている人
の探究（特徴）
②こだわりが自分たちの生活に与えている影
響の探究（関連）
③こだわりに支えら生活している地域の子ど
もとしての役割の探究（責任）

①ごみの種類と行方の探究（機能）
②ごみとは何かの探究（視点）
③地球環境を守るために私たちにできる
ことの探究（責任）

2
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①自分と他者の違いの探究（視点）
②人々の相互関係の探究（関連）
③互いの尊重の探究（責任）

①地図表現の探究（機能）
②地域と自分との関わりの探究（関連）
③自分たちの町「香北」の探究（特徴）

①ノンバーバルな表現の方法の探究
（特徴）
②ノンバーバルな表現と受け取り方の探
究（原因，視点）

①科学の力の特性と働きの探究
（機能）
②科学の力と私たちのくらしの関わりの
探究（関連）
③科学の力の利用の探究（変化）

①日本の産業の探究（特徴）
②産業の掛け算の探究（変化）
③郷土を担う私たちの生活の探究
（責任）

①水と私たちの関係の探究（関連）
②限りある資源である水の循環の探究
（機能）
③限りある資源である水の重要性の探
究（責任）

5
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①法と義務と権利の探究（機能）
②人類が獲得してきた権利の探究
（原因）
③真の自由の探究（責任）

①戦争の背景の探究（原因）
②互いの国の立場から見た戦争の探究
（視点）
③歴史からの教訓の探究（責任）

①情報のもつ側面の探究（視点）
②編集者の意図の探究（原因）
③情報発信者のもつ責任の探究（責任）

①情報収集と分析，予測の探究（特徴）
②情報収集，分析，予測の方法と科学
技術の進展の探究（変化）
③予測が私たちの生活に及ぼす影響の
探究（関連）

①日本の産業の探究（特徴）
②産業の掛け算の探究（変化）
③郷土を担う私たちの生活の探究
（責任）

①それぞれの立場から見る環境問題の探究
（視点）
②世界の環境問題の背景の探究（原因）
③未来を守る私たちの責任の探究（責任）

4
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①人の体と病気の因果関係の探究
（原因）
②健康な人の体の働きの探究（機能）
③よりよい暮らしの探究（変化）

①世界から見た日本の探究（視点）
②暮らしと気候・風土のかかわりの探究
（関連）
③衣食住から見る地域の暮らしの探究
（特徴）

①制約のもつ価値の探究（機能）
②詩・短歌・俳句の創作の探究（特徴）
③作品の味わい方の探究（視点）

①科学的法則の探究（機能）
②生活の中の科学的法則の探究
（原因，関連）

①私たちの生活と税金の関係の探究
（関連）
②国の政治の仕組みの探究（機能）
③私たちがもつ一票の重みの探究
（責任）

Exhibition
平和の追求

6
Key Concepts
キーコンセプト

Lines of Inquiry

①法と義務と権利の探究（機能）
②人類が獲得してきた権利の探究
（原因）
③真の自由の探究（責任）

①様々な国の成立ちの探究（特徴）
②人類の移住の背景の探究（原因）
③人類が目指すべき未来の探究（責任）

①人の心を動かす作品の探究（視点）
②表現の技の探究（機能）
③思いの具現化の探究（原因）

①科学的法則の探究（機能）
②生活の中の科学的法則の探究
（原因，関連）



…
３
０
迦
）
■
∨
０
お

「
（鋼
勁
理
）
都
面
肺
ｅ
辮
霧
」
ｅ
く
鰯
漏

・

…
晏
ｅ
ｓ
■
色
む
二
）
ｏ
∨
０
壼
輸
拓
ｅ
句
却
縦
駆
ｅ
露
嶺
導

・

一ｉ
〓
一
■
■
■
■
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
剛

′標
０
国
く
Ⅷ
轟

．
輝
碁
Ｏ

（議
圏
後
撻
輩
ｅ
さ
く
０
ヽ

。Ю
傘
筆
箱
１
く
ハ
Ｘ
彗
聴
）

贅
興
∩
か
鋼
蚕
叩

）

′９
ヽ
経
”

）
超
撻

――

頸
臨
鑑
購

・

潮
瓢
為
颯
轟
ｅ
爛
縮
篠
爛
輝

′饉
）
ｏ
粂
…

０
禁
Ｏ
曜
轟
雛
繹

・
継
購

・

（眠
剤
構
０
）
　

「留
麟
ｅ
惜
圏
握
」
　
　
　
ヽ
　
　
ｏ

（暖
爛
摯
せ
・
”
）

「０
゛
Ｖ
ｅ
経
国
概
』
Ｋ
綴
轟
誌
嶺
＃
０

黎

爆
盤
ｅ
個
難
薫
蒸
轟

口
専
轟
ｅ
慈
盤
書
位
轟
欅
園
慨
ｏ

も
震
ｅ
曜
縣
や
卜
ぽ
書
や
凛
憔
輝

（
ｒ
）

網
騰
ｅ
経
国
経

製

―
撃
　
係
騨
　
輝
群
轟
麟
く
欄
据
圏
置

鷲
蒻
苺

撮
枢
機
０

（
曖
）
田
０
一
曖
∞
購
０
露
゛

縄
ギ
礁

鋼
繊
金
壼

繊
轟
一
靱
簿
霧
準
聯
露
難
転
颯
　

・　

　

編
職
＝
轟

田
倅
　
「欅
ｖ
擬
や
颯
ｅ
毬
一要
』

・　
　
・　
　
　
一窯
轟
絲
ぶ
畷
蠣
壼

傷
鸞
務
嶺
獄
お
紅
轟
凛
準
澤
０
）
枢
椰
゛
毎
串
欅
卜
黙
珊

Ｆ

二
書
小
蒙
即
＝
鐵
・
釈
鰹
・
則
曇
Ｏ
曝
熙
耀
０

や
弯
薇
燎
螢
後
羅
一
繊
ｅ
や
専
轟

（
Ｎ
）

（鞭
騰
ｅ
蝶
最
撻
）
躍
離
ｅ
経
国
慨

Ｎ
鋼
】

癬

鳶

Ｖ

一　
゛
織
薗
・一鷺呻

）
糎
押
手
短
準
ヾ
卜
駅
報

嶺
璃
機
便
編
せ
震
Φ
ゆ
倒
轟
嶺
駅
修
紅
轟
翠
調

輩
≪
駅
応
権
郷
翠
＝
回
”
‘
報
準
獣
修
紅
郷
選
爆



纂
汗」な
議

囃

菫
一職
ド

き
ヽヽ■
社

曇

難
■
撃

」

―
・　
　
　
一―
●
・・　
■、
一一
、一
ξ
．一一
げ

・・　
一　
一^
・一・・・一一
．　
一．一一一一　

・・　
　
　
．‐
｝・Ｃ
　
・
１

暴
智

一
一一

一　
」
　

　

、　
一一一．
■
・
．
．　
　
　

．
・

■
ヽ^
卜
．ヽ

■
■
．へ
ぉ
ヽ
「
‘

，
■ヽ
■
■
■
コ、
　
ミ
一
〓
ぶ
　
ざ
お゙
・
オ
゛
■
、́
く

，
ｆ

一〓
■

一
華

傷
ヽ
　
，，
″資

，
マ

．
，
り

二
・＞ｃ
ｒ
ｉ
醸
■
ｔ
く

デ
ー
．、

ィ

岬
苺
儘
洋
弩注

含
．，ｔ
武
轟
熱
響̈
議
撃
盤
零
戦
摯毬
ぃ
輔
藤

書
ｔ
　
　
　
ｉｔ
ヽ

／

■

/＼

卜

麟

゛
懇

一

到

饗

瀞
騰
轟
選
鷲
ヽ

騒
蒙

・
蟹
難

目

懸

剛

橿

量

問

轟

一■
一聟
嶽
瀬
一一■

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

封

闘

謝

麒

「

―

―

―

‐

で

べ
揮

艇

露
尋

，
事

Ｆ
奪
群

滲
お

爆

，

３

爆

黎
，

ヽ

興

官

＝
ボ
一
鵞
一
一
壕
撃
墟
磯
鷲
一
一↓「
一業
率
響
一一■
一
一

草
鐵
組
羅
　
想
ぷ
ぐ
墜
窯
曖

∞
H

怪
彗

「
榊
悪
椰
ｅ
勁
霧
」

薬
駆
軽
儒
　
爆
黙
ぐ
螢
鞣
漿

一避
継
＝
層
９
ｖ
「
器
緊
一漱
駆
筆
縣
０

一

レ
ー
ホ
Ｏ
靱
…
繋
網
ｅ
銀
収
練
毀
ｏ

ｌ
　
臨
Ｃ
絆
句
』
縮
卜
ぶ
理

，
縦
騒
題
額
０

撃
猥
ｅ
犠
準
磨
織
中

（
Ｆ
）

．・　
　
一
聯
繹
回
薫
Ｏ

「釈
圏
ｅ
惜
圃
耀
」

「Ｄ
゛
ｖ
ｅ
鸞
皿
握
」
０

姜
小
■
Ｓ
一
静
■
ヽ
ハ
翠
姦
ギ
ー
織
■

・
■
凛
鷲
準
壌
観
懺

（
”
）

颯ギ
‡
お
黙
鯵
詳
楓
癬
蝿
ず

二
£
収
暉
卜
駆
二
榊
僣
躙
騰

”



ヾ
】

尋
ぷ
　
ぐ
盤
素
簑
　
緊
轟
　
碁
Ｋ
騨
＝
回
　
　
転
継
　
ヾ

（豊
ヾ
や
撻
）
側
嶽
饗
黙

郷
碁
寺
翠
く
樹
権
国
撻
　
　
汽
零
　
∞

【

２

ｏ

で

一

２

ｏ

Ｎ

【

７

ｏ

”

【

ｌ

ｏ

”

【

？

ｏ

Ｎ

〓

２

ｏ

”

【

′

ｏ

∞

酬
響
ｍ
　
　
∝

（報
）

巨
ヾ
駅
Ｎ

Ｆ
鱗

“
轟
↑
　
　
昔

麗
　

【

（報
）
ぐ
攣
誉
鮮
ぐ
ぐ
黙
磨
撫
轟
在
ぐ
翠
Ю
）
撫
伸
θ
純
キ
絆
■
ぶ
瓢
回
卜
∞
総

椰
ｔ
準
墨

搬
龍

（）
■
９
せ
⑤
嶽
駆
）
機
簗
ぶ
さ

（繁
ヾ
暑
ゞ
郡
朴
‘
鰺
Ｋ
）
⑤
報
緊

緩
も

，
α
幽

（）
■
や
二
〇
暴
躍
）
縦
総
ポ
毒

（鑢

】
よ
０
経
書
寺
継
К
）
○
累
駆

０
ゞ

一
０

一
２

０

０

¨
Ｏ

【

Ю  O O10 0 0 0
‐ N∞ ‐ ‐ 寸 ヾ

‐ N的 ヾ 000

〇 ‐ ゛

“

ヾ LO o

一
麟
諄
ｒ

．）
で

霧

０

‐‐‐‐１筆
ヽ
一●
一■
Ｓ
灘
彗
藤
薔
ｔ
ｔ
縦

Ｆ
」幅駐嗜い一

ぽ
海
部脚
弓
』

春

一義
一，



練
缶
轟
０
二
択
榊
韻
ｅ
象
個

小
傷
和
恒
〓
龍
鞭
豪
欄
ｅ
書
ｅ
像
個

摯
ｖ
ゆ
証
章

網
麗
避
群
諄

量
ｓ
Ｉ
ｅ
中
▲

静
　
鸞
収
Ｓ
和
劇
選
０
掟
ｐ
二
蒸
拙

′漱
奪

Ｃ
潔
暉
革
織
攀
ホ
後

苺
暉
Ю
３
〓
報
磁
゛
桑
凛
驚
小
ム
判
ざ
０
ロ
Ｉ
Ｓ
■
躍
ｅ
自
く
後
部
、
お
い
ヽ
や
ヤ
壊
翠

電
製
ｙ
一
ヤ
‘
機
伸
寧
題
題
く
暉
揃
ｐ
翻
織
や
３
＝
鴇

Ｓ
質
０
９
幾
書
駐
轡
）
二
〇
〓
響
轡
糧
職

↑
晏
ｅ
ｙ
一Ｐ
ｓ
報
押
騨
群
ｅ
羅
側
ぎ
・Ｅ
錮
寝
筆
騨
繕
▲

ｔ

ｔ

細

恭
一
ギ

Ｃ

欄

細

』
―

怪
撫
ｅ
択
簡
騨
鵬
優
卜
恥
Ｓ
押
い
集
轟
Ｏ
Ｓ
お
く

レ
ー
ト
釈
磨

郡
訃
姜
卸
―

崎
日

躍
議
ｅ
ｏ
ｒ奪

朧
佃
翠
・恒
饗
選
翠
奪

や
く
０
鱗
増
梃
榊
）
増
撻
押
ゴ
綸
ｖ
ｅ

翠
眸
Ｋ
国
鋼
二
↓
題
欅
卜
鞍
二
豪
網
・↑
騒
襲

（雛
霧
駆
離
醸
）
や
く
要
都
）
二
電
和
＝
〉
⇒
悩
〉
要
や
書
Ｓ
豪
網

一́
Ｏ
ｂ
権

（単
案
―
事
■
）締
事
ｅ
や
く
要
和
）
慕
他
醸
暇

や
く
要
ｏ
鐵
神
経
―
潔
集

（維
窯
撃
鍵
側
む
傘
盤
・Ｊ
゛
陣
や
苺
釧
”
コ
「
余
徴
）
騨
群
観
興
露
爛
郡
０

融
群
羅
貯
〓

々
く
ｅ
ｘ
や
卜
・爆
ハ
翠
ハ
′
Ｃヽ

（椰
鋼
轟
絆
・鯛
麟
ｅ
騨
く
選
特
輔
・響
相
薦
圏
）
嶼
機
国
Ｋ
□
菫

事
題
翠
樫
轟
飾
幕
轟
〓

（凛
準
毒
一題
奮
ｅ
触
群
縁
避
傷
準
）回
海
辮
靭
ｅ
騨
群
響
く
購
ｏ

中
翠
燿
細

″貯
警
で
曇
―
倒
僣
象
鯉

購
朴
響
く

護
奮
ｅ
脚
書
終
載
“
織

Ｅ
●
｝
賦
”
碁
■
Ｎ
Ｏ
Ｎ

欅
£
騰
椰
職
騨
ヤ
３
〇
二
翠
彗
憔
ｅ
理



（嚇
暉
ユ
ー
尋
ハ
や
３
苺
慕
“
♀
堰
制
駅
）や
卜
単
獄
‘
籍
増
ν
ｏ
〉
０
押
題
藤
〇

回
劉
輯

寧
倒
ｅ
ｏ
∞
や
卜
夜
里
豪
測
○

〉
置
榊
搬
ｅ
ぐ
神
磐
唯
く
Ｋ
Ｏ
■
ツ
ー
ヽ
ハ
Ｈ
筆
Ｋ
ヽ
い
工
〔
Ж
）

Ю
く
や
や
苺
”
３
製
Ｄ
題
賦
里
ｅ
持
磐
曝
く
Ｋ
や
総
ツ
ー
ヽ
ハ
Ｈ
ヽ
Ｋ
ハ
い
ム
③

（印
絲
て
臨
）
Ю
て
麗
伸
菊
ＩＪ
３
収
３
辰
■
０
゛
○

「悩
拘
目
却
部
機
Ｈ
「
中
ｅ
将
壼
Ｋ
レ
ー
ム
ｅ
部
ｙ
「ひ
収
′彎
）
拳

壼ヽ
「
ハ
ヽ
ハ
ふ
ハ
も
」

や
条
題
鑢
編
ｅ
持
準

③

〉
ｔ
職
ユ
縫
鞭
譲
調
ｅ
ｅ
側
↑
響
黙
ｏ
＞
０

い
０
０
薇
卿
賦
鑽
）
３
〇
二
●
せ
却
「●
●
゛
摂
′懺
∋
゛
賦
』

回
，

総

姿
＝
０
０
∞
や
卜
鞍
二
豪
躙
○

い
ヽ
】
絆
）
３
０
〓
撃
鸞
哺
ｅ
撃

響̈
颯
尋

彗
撃
収
ρ
議

ぐ
日
二
唖

く
や
卜
釈
漱
二
電
製
卜
ｖ
姜
押
晨
欄
〇

く
ヾ
長
拘
豪
細
○

く
響
最
轟
Ｖ
Ｏ
萩
二
豪
躙
◎

く
欅
卜
騨
）
野
倒
ｅ
中
簿
事
二
要
欄
◎

く
善
脅
駆
巌
０
鞍
二
豪
網
③

く
暉
卜
朧
置
二
戻
嶼
〇

く
暉
総
総
中
扇
欄
○

く
碑
卜
押
警駅
脳
○

い
く日
和
Ｅ
対
象
個

〉
雛
〉
Ｄ
Ｈ

べ
専
〉
Ｄ
目

Ｄ
奪
ま
〉
０
円

苺
ＩＪ
二
ｊ
目



い
く
卜
椰
二
鍾
い
知

′）
■
０
ユ
却
ＩＪ
３
轟
榊
）
穀
螺
後
襲
匡
壼
ｐ
終
回
・

↑
晏
収
⊃

）
ぐ
中
椰
ひ
総
壼
苺
晴
絆
黙
拘
鞍
駆
里
榊
却
欅
卜
や
捏
眸
）
Ｄ
掏
上
０
卜
ヽ
ハ
″
釈
・

↑
晏
■
部
砂
£
壼
側
日

製
ｏ
粂
Ｄ
蜘

，
劇
ＩＪ
和
饗

′和
ゆ
輌
塁
判
日
い
３
却
ヾ
総
ｐ
ｌ
年
ハ
Ｈ
筆
Ｋ
ハ
い
工
・

↑
桑
製
Ｄ
椰
ひ
掟
壼

翠
螺
星
代
゛
輩
ｅ
ら
睡
Ｏ
ｅ
側
″榊
や
原
二
お
日
Ю
総
ｐ
ｌ
年
ハ
ロ
か
Ｋ
ハ
い
ム
・

↑

′
便

）
〓
遍
苺
ＩＪ
収
Ｄ
⊃
製
０
国

。翠
ｏ
条
傘
後
劇
可
欅
£

二
゛
い
ｅ
縄
腰
ま
壼
豪
報

。収
０
睡
測
ム
⊃

後
卜
壼
後
胆
獣
ｅ
象
側
。型
ム
０
顆
量
苺

河
型
二
）
Ｄ
要
縦
嶋
傘
側

′）
ぐ
押
０
＞
？

。６
製
揃
二
ｐ
ｅ
朴
ギ
測
同
゛
選

籠
最
ｐ
駆
群
ｅ
可
。
収
二
）
ｏ
悩
Ｄ
）
０
運

ｐ
■
ｅ
ｂ
錮

′゙

晏
苺
ＩＪ
轟
最
巌

。
概
ｏ
瞳

苺
軍
く
欅
６
）
⊃
押
豪
細

′
゛
粂
翠
ユ
ニ

）
ｏ
駆
榊
靭

――＝Ｅ
い
二
判
「中
子
」
ｐ
悩
瓢
畷

・

ｂ
朴
ｅ
劇
駅
ｅ
距
歯

ｒ

〉
奪
瞑
塁
籠
鞭
戻
報
ｅ
ｅ
側
↑
壽
馨
ａ
＞
ｏ

小
傷
Ｄ
ヨ
書
眠
艇
）
二
踵
却
↑
壼
判
「抱
Ｄ
゛
摂

′杓
Ｄ
絆
駅
」

回
ｒ
総

螂
倒
ｅ
ｏ
∞
や
卜
鞍
里
戻
縦
○

L―

も
）
榊
ツ
留
爛
却
攣
＝
む
彗
Ｈ

。■

０
受
却
‘
Ｄ
条
髯

′曇
ｅ
ｎ
３
や
実
用
ｅ

響
撃
撼
峰
Ｈ
＝
ｅ
史
約
嗽
代
ｅ
華
日
・

．３
３
換
準
Ｈ
ヾ
べ
ら
測
榊
職

や
く
尋
莉
戦

。型
０
゛
せ
枷
職
悔
難
Ｈ

む
半
円
Ｊ
Ｒ
小
椰
Ｄ
）
づ
壕
却
擦
ひ
製

罰
築
ｅ
ｐ
卜
雪
禦
聰
牽
円
却
経
駅
紀
・

勲
壕
ｅ
制
颯

申
晏
駆
ぐ
編
ｅ
Ｋ
蓉
Θ

〉
奪
瞑
塁
網
鞭
戻
測
ｅ
ｅ
個
↑
諄
黙
ｏ
＞
ａ

小
準
⊃
ヨ
や
賦
鞭
）
３
錘
判
↑
量
判
「拘
Ｄ
゛
ぶ

′拘
⊃
゛
駅
」

回
ｒ
総

い
倒
ｅ
ｏ
∞
Ю
卜
夜
里
豪
欄
〇

確
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′０拒
嶋
暉
食
・

６
６
日
０
′ｆ
‘
懸
婆
Ｒ

，
一腰
さ
熙
・

マ
彎
後
二
築
む
擬
・♀
゛
く
０

，
一Ｄ
椰
〉
業
，

簗
車
後
綴
園
・Ｈ
冨
・ハ
Ｋ
Ｘ
・賦
眠
・Ｏ
Ｋ
・

拘
Ｄ
゛
鴎 。い

唖
却
型
Ｄ
濡
゛
長
゛
埒
熟

攀
摂
ｅ
副
κ
′増
む
智
苺
口
絆
′０後
瞑

翻
埜
ｅ
●
鵜
や
却
”
ｅ
ぶ
個
〓
錮
摂
・

．要
０
麟
“
響
辮
終
ｅ
罰
‘
築
鯵
‐Ｊ
却

，
つヽ

二
春
率
駆
世
晨
翠
世
コ
製
摂
・

プ
ｊ
Ｄ
壼
）
べ
響
箔
く

，
い
０
中
′⊃

ら
製
か
■
〓
く
で
卜
測
い
ヽ
Ｄ
襲
園
里
い

う
ｅ
ｔ
機
醸
恒
雲

，
選
倒
ｅ
く
ｅ
や
匈

０
゛
＃
〓
和
職
脚
ヾ
型
や
Ｓ
綴
や
題
く
・

。叔
ｏ
ｍ
対
６
３

ψ
）
ら
く
――
築
や
拍
α
鵜

′゙

茶
智
や

＝
壼
懺
Ⅸ
り
）
二
≪
――
集
ぐ
抱
∝
掟
・

絆
　
　
　
　
　
　
′０い
）
和
繊
ひ
櫛
掟
疑
賓
錮
”

和
織
策
ｅ
ｆ
‘
‘
Ｒ
条
・

ニ
ミ
榊
築
仲
・椰
檬

，
一
暉
後
郡
・圏
慕
‘

ュ
ー
ミ
Ｋ
・華
ギ
′

某́
和
・慕
♀
Ｄ
掟
・ヽ
ハ
知
・



お
収
⇒
謬
濡

′ひ
輌
０
硬
興

′４
０
３
ノ
´
轟
役

椰
嶋
駆
題
ヾ
卜
謬
藤

′゙
）
６
）
Ｄ
書
細
駅
緑
０
↓
暉

後
轟
０
二
豪
溜

）́

め́後
く
ら
仲
二
）
Ｄ
や
韻
綴
Ｓ

可
。製
ｏ
£
紹
後
べ
絆
二
゛
小
ｙ
一Ｐ
Ｄ
慧
綴
苺
繕
ぐ

ぐ
幸
織
Ｓ
Ｏ
約
撃
≪
く
。製
二
）
ｏ
ｍ
苺
二
Ｄ
条
掟

壼
樹
暉
輝
苺
塁
和
織
拇
筆
螺
後
億
佃
慕
壺
Ｃ
つ
饉
・

。要
な
い
鍼
〓
判
可
ゆ
３
苺
′一●
粂
紀
饉
却
同
暉
民
゛
Ｃ

ぶ
や
兵
軍
〓
静
灘

′ｐ
む
Ｏ
Ｓ
涎
幸
ξ
頑
二
輌
。収

‘
ヤ
ｏ
悩
Ｄ
）
０
睡
苺
智
樹
や
ヽ
ｌＪ
Ю
●
二
和
職
や
彗

Ｅ

″ν
や
麟
苺
標
か
製
珊
築
苺
毒
ヾ
■
二
お
職
伸
懇
麒

。鷲
ｏ
後
緑
゛
量
゛
普
撻
゛
嶽
輌
小
二
ヽ
「ト
ロ
０
コ
」
・

ヾ
枢
ｅ
網
駅

。３
■
ひ
姜
〓
０
名
綽

（嚇
空
ニ
ー
も
ハ
や
３
総
長
嬌
♀
綴
制
賦
）撃
職
イ
野
製
）
ｏ
〉
０
椰
駆
案
◎

回
倒
総

騨
薇
ｅ
ｏ
∞
絆
卜
鞍
二
轟
猥
○

絆
　
　
　
　
　
・―
　
・

・・

崚
淑
一３
準
騨
車
鷲
詢
“
０
卜
ヽ
ハ
層
鷲
・

．　
●
―
　
．一　
偶
靭
姜
椰
■
Ｓ
撻
鐵
・

一　
　
．
　

　

一
二
轡
壼

ッ
権
゛
畷
謝
ｅ
轟
ｔ
総
選
梅
Ｄ
薫
珊
ｃ
嶺
駆
薔

尋
＋
く
＋
押
ν
゛
‘
苺
■
ヽ
ハ
Ｈ
祭
Ｋ
ハ
い
ム
“

．　
・　
奮
理
ξ
理
“
一ｅ
Ю
鸞
痕

ふ
轡
む
３
蛍
Ｖ
ｊ
叢
専
ｐ
回
収
パ

鵬
椰
ヾ
択
お
掟
ｅ
彗
・

〉
踵
伸
編
ｅ
ｔ
杓
藝
継
く
Ｋ
絆
総
ツ
ー
年
ハ
Ｈ
祭
κ
λ
い
ユ
◎
◎

ノ
０
″０
苺
呻
榊
）
後
ヽ
日

呻
お
胡
が
゛
像
側
集
尋
ｔ
確

）́
Ｄ
韻
最
後
轡
や
鷲

″゙
）
０
へ

。型
■
■
傘
集
苺
”
Ю

疑
書
０
〓
要
凛
幸
対
日
ｖ
Ｏ
総
』
く
０
い
慕
轟
Ｖ
継
＝
ｅ
燎
轟

′卜
絆
撫
く
ニ
ト
理
■

・

“
要

ｏ
牟
無
築
゛
輩
覇
ｅ
ぶ
猥
ｐ
苺
‐Ｊ
要
和
）
頷
製
）
‘
０
ュ
翠
鸞
轟
ｅ
運
′や
単
Ｒ
ぐ

Ｓ
，■

０
・質
０
■
ｖ
轟
■
麟
瑯
０́轟
継
駆
当
二
像
蘊
′）
‘
露
お
鵬
ｅ
ｔ
ｔ
彗
く
く
・

・　
　
　
・・　
　
一
一
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。収
や
噌

判
‘
翼
詢
二
）
ｏ
ｖ
Ｏ
や
く
い
ヽ
で
や
ｐ
腰
駆
築
轟
ｅ
ぐ
″）
ら
題
榊
鵬
ｅ
ｔ
詢
難
く
Ｋ
・

・　
　
　
．

ゃ二
質
む
善
〓
０
も
Ю
嶽
３
翼
〉
Ｄ
懸
象
皿
′）
ｖ
゛
灘

，
ｖ
Ｄ
゛
鴎
》

０
“
嶺
。́

収́
む
堀
゛
゛
や
゛
奪
職
絆
卜
増
い
も
０
撻
岬
′）
０
二
ぶ
Ｋ
や
翠
翠
小
鯛
民

■
翼
０
３
８
ド
像
導
ＩＪ
０
３
導
′
０
′
●
■

費́
●
隠
Ｃ
ド
・ぐ
゛
ヽ
′
ド
●



露
事
壊
煙
（Ｋ
）
回
〓
賦
〓
職
Ｏ
Ｎ
ｏ
”

一一一̈一一一

電ま書|=摯薇` |ヽミ蕉種イ
|‐ 奉豪裏掟嘉t二

==二=鶴

饉憲榛「熱難姜筆織制」 1鸞慮鐵剛
「い 3●」麹 書 菫 鐘 螺 イ 1麟l慾宦

雛 網 澤 帥 鎮 眸 ム‐ 蹴 野 臨 ‐懲 群 懸 r
苺家Cs,鯉 犠ヽ ふ` 卜鞭 篠繊 ′ヽ総。・督鮮 1番雛合:卜響 )`・ 耀薇撻ヽ 選
:0藤腰

`=ミ

準|,崚:=簿κ■ヽ 電■′姜《 ″ヽ機蔓ヾ せヽ 織縦霧霊お,や ムヽ′ゞ契S燿
繁 叡課苺 L“

`:`く

簿誨鐵゛ r灘 露:憲 jイ群こゞやJくダ

"V鋒ぐS蝉 キヤ
'1遷

″霞
「

SII`協0● 疇
`ヽ`゛

°   イO鶯寒簿颯:鑢
掟・彎 啜` 崚 豪 ヽ森 鰤 '  り雷 ‐ス聾質 や腱lr

:梶麟轟脱 1素電辮術

条
軍
壼
苺
錮
枷

絆
£
後
「製
枷
」
ｅ
暴
や
黙
や
く

錮
榊
ｅ
昧
撃

咽
和
ｅ
終
回

錮
榊
Ｏ
゛
製
摂

咽
枷
ｅ
終
係

咽
和
ｅ
象
題

「期
和
」

●
Ｈ

ｅ
押
ｅ
や
ま
側
壼
翠
撃

３
縁
′０
量
く
３
轟
築
筆
軍

ｖ
繋
後
翠
攣

゛
′嗅
い
″鸞
゛
゛
雄
゛
緊

く
ら
Ｄ
善
却
総

く
響
顆
眠

く
轡
和
戦

く
轟
二
碧
榊
後
ヽ
―
讐
Ｋ

く
轟
′０
゛
和

く
轡
伽
戦
後
懇
製

く
絆
二
）
０
く

く
ヾ
６
）
申
幸

く
ら
単

く
二
恒
疑
紅

く
二
轡
二
）
む
く

く
Ｑ
二
）
士
後
卿
騨
後
ｅ

「ｅ
゛
ｅ
や
念
側
量
製
攀
」

拘
傘
い
ｅ
申

小
К
伸
）
て
い

く
終
Ｓ
Ｋ
ｅ
本
側

慶
鶉
幽
ｅ
ぶ
鋼

Ю
″
Ｏ
Ｌ
く
Ｏ
ｊ
機

欅
′
０
後
く
や
０
権

）
０
″嗅
撻
ｔ
短
ｅ
勾

約
牟
小
ｅ
や

Ｓ
ニ
ニ
）
つ
駆
二
珊
終

「機
Ｃ
ｒ

欣
邸

職
ｅ
朧
難

暉
撃
躍
く

播
最
輝

る
・
ば
奪

針
０

期
揺
蛉
煽
彎
ｏ

，
ｏ
Ｎ

一』一一一一一̈諏り一一

一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一

ど

総
躍

鎗
ｅ
搬
難

曜
準
騨
く

惜
ま
撻

側
諄

縁
Ｋ

彗
０

期
鑑
苺
撻
暑
Ｏ
Ｎ
ｏ
Ｎ



土佐教育研究会第12回土住教育研究大会(R3.3.16)

本校の総合的な学習の実態

■学機のまわりにたくさんの学習素材がある。
特産物,伝統芸能=防災,地域活性化など

●地域の協力が得られる
地域学綾協働本部事業にょる協力者多数

日体験ばかりで探究的な学習になつていない
探究的な学書を学ぶ機会が無かつた

河川学習の構想

■学校前を流れる柳瀬川についての学習
地域を深く学ぶことにも通じる

ロプロジェクト型学習の基礎を学ぶ
児童だけでなく教員も授業を通して学ぶ

“

タブレットの有効活用を模索する
一人1台の活用法の研究も併せて行う

全体計画

E取組期間 5月 下旬～7月 上旬

●授業時数
Ⅲ20時間

※学習コーディネ‐タニ参加は約半分

口協力

地域コーディネーター 地域の協力依頼

県自然共生課 (河夕1学習への人的支援)

小規模校の良さを活かした
総合的な学習の実践

高岡支部 4ヽ規模・複式部会

佐川町立黒岩小学校

校長 黒瀬 忠行

探究的な学習を学ぶ機会を作る

●3～ 6年 (32名 )が‐緒に学ぶ
小規模校の良さを活かす(縦割り班)

■河l‖財国の支援事業の活用(河川学習)

人的・財政的な支援が得られる

日学習ゴーディネータニを招聘
高知大学・川村晶子客員准教授

テーマと目標

■テーマ 柳瀬,11をもつと好きになる !

■3・ 4年生の目標
柳瀬|11を観察することを通して、自分や身の

回りの人にとつて柳瀬川がどんな存在である
かを確認する。
■●・6年生の目標
柳1瀬川について科学的・社会的|1理解し、未

来に向けて自分ができる自然環境保護行動を
宣言する。

`

20



取組計画
回‐数 鎌桑内春

1 オリ■ンテ‐ション・インプッ図Ⅸ今‐機のデジタル社会0通晨〕

鏡奎活動く,ネ

'卜

で1::と人の腱機にうtヽて議べる)

インプッ襲X地域の方の体験機i■ lと人の共生)

7~4収集
`繹

薫川の写真を撮り、気になった点を書きati)

腱 象り機壺アンケート作成 (■1で遊んだ晟い出=1:への書倍の収集 )

地嬢の方への廊き取猥 査

1 12 開き取り調査費表:中薇ま鍋

アイデアソン『理機の機瀬,1を実現するための新しい難び」

まとめ0(グループご出
=ア

ィデアをぶ らませすとめるう

まとめ②(発表に壺l■た燎書作り,発表線書)

地域の方に向け ァヽイデア発表 争警め振り逮リ

タブレットの活用1例

■児童の考えの収集
知りたいこと,自分にできること

●ネットを使つた調査活動     |
川と人の関係

■写真撮影    |
柳瀬川の様子,蘭き取り調査

ロアイデアの投票
良いアイチア1=投1票,参加アイデア泳|あ

■発表資料作り・発1表

分握して作り、リーダーに集める

取組の成果   ‐

■探究的な学びのモデル例ができた。
来年度も継続して取り組んでいきたい。

■タブレット活用例が提案できた。
今後のさらなる活用の進展が期‐待できる。
児童の操作技能の習熱も鐵れた。(夏休み

の自由研究での活用など)

タブレットの活用

■毎時間持つて来させ、どこかで必ず使う

■使用アプリ ロイロノート    ‐

■‐提出した課題を学習
=―

ディネーターが確認
することによりt参加していない授業の様子を
知つてもらうことができる

日本授業を通して、各教科の授業におけるロイ
由ノニトの使い方を提案する

児童が提案した新しい遊ぴ

時 ‐マに沿つた華き物の1写真を撮る

日鬼ごっこをしながらゴミ拾いをする

ロカヌーをしながら魚に餌をやる

●チームに分かれてゴミ集めをする

●光つてゴミの場所を教える技術を導入

今後の課題

●来年度のテーマ設定をどうするか?

地域と協働で検討したらどうか。
※3/6学校運営協議会での熱議

↓          ‐
r社会に開かれた教育課程Jにうながる
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土佐教育研究会第 12回土佐教育研究大会

西都支部提案資料

鰐
1 はじめに

放課後の玄関には色とりどりのランドセル

の花が咲く。運動場には虫取り、おにごつこ、

本登りと笑顔で遊ぶ児童の姿が見える。時には

教師も一緒に遊ぶ。この笑顔を曇らせないよう、

我々教職員は日寿奮闘している。全ての児童が

目を輝かせる授業を実践 したいと思い教材の

準備をする。

学習指導要領に F能動的に学び続けることが

できるようにするためには学習の質を一層高

める授業改善の取組を活性化していくことが

必要Jと 示された。授業改善を個々の教師の意

識や力量だけに委ねるのではなく、学校経営の

重点課題として組織的・協働的に取り組まなく

てはならない。

2 本校の現状 |
本校は児童数 50名教職員数 13名である。

家庭・地域共に学校に協力的で、子ども見守り

隊や地域の子ども会活動も再結成され、街頭指

導や学校行事にも積極的に取り組んでくれる。

学校評価アンケー ト「学校に力をいれてはしい

こと」の問いに対して保護者・地域共に 1位は
「わかりやすい授業をする」であゎた。また児

童の学校評価アンケー トの結果は「学校が楽し

い」「先生は話を聞いてくれるJ「友だちを大切

にしようと思 う」「学校に心を許させる友だち
がいる」「人の役に立ちたいと思 う1は全員が
「そう思う」と回答しており、全ての児童が学

校生活に一定満足しているのが何われるもしか

し一方で、表現する意欲や、粘り強く取り組む

態度に課題があるこ―とも明らかになつた。この

課題は児童の性格や習慣等だけの問題ではな
い。日々の授業で発表してよかつたと思う体験

や、話す・書く技能を高める指導をしきれてい

ない指導者側の課題 として受け止める必要が

ある。
教師も自らの授業力を振り返つている。一昨

年度と比較して「学習のねらい。見通しがわか

る板書の工夫をするJが向上した。しかし依然、

授業時間や対話的な授業構成に関する項目に
は課題がある。児童の主体性・対話を辱|き 出す

授業にしようと全体で確認 しても、教室から―は

教師の声だけが響く授業も少なくない。主体

的・対話的な授業をイメージできないのではな

く、教材を解釈する力や児童の思考を理解する

能力の差が指導力の差となり、児童の学力に影

響している。この指導力の差を縮めるには、教

材研究や教員間の学び合 う時間が必要である

が、その時間は保障できているだろう力、

小学校は一般的に学級担任制であり、児童が

登校 してから下校するまで全時間を学級担任

が担当する。児童の多くは、勤務始業時亥1よ り

も早く登校するため、教師の大半は勤務開始時

刻よりも二十分前には教室で児童を出迎えて

いる。授業後も補習や委員会活動等の業務があ

り、昼の体憩時間でさえもノー トの丸付け等に

追われているのが現状だ。授業改善に必要な教

材研究や準備の時間は、児童の下校後、午後 4

時半過ぎということが常態化している。

新 しい学力観に則つた質の高い授業を目指

すことと、教員の勤務態様とのを隔たり見直さ

なくては、授業改善は成 しえることはできない

のではないか
`授

業の質を上げていくことと
「働き方」を変えていくことを両立させること

が必要だと考えた:働き方改革とはそもそも

「教員が自らの人FF3性や濃1造性を高め子ども

たちに対して効果的な教育活動を行 うことが

できるようになること」が目的であるはずだ。

授業改善を粘 り強く組織的に推進するため

にはtまずは個々の教員の専F電性・能‐力を生か

し、働きがいのある環境を整えなければならな
い。

3 具体的な取組

(1)教科担任制～授業改善のための体制づく

り～

令和 2年度から、教員の専門性を最大限に生
かし児童の学力を向上させる方策として教科

担任制に取り組んでいる。
小学校における教科担任制の効果を次のよ

うi覇腱える。
口教科の専門魅をより違究した質の高い授

業が可能となる。

職学年、教科部会で協議することが多くなり、

全児童を全教育職員で指導・支援するチー

ム支援の体制が整 う。
口教材研究等にかかる時間が軽減する。
口全学年持ち時FE5数 26時間以内と平準す

る。
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職授業時間が守られる。

つまり教科担任制により、教師の指導技術も

向上し勤務態様も改善するとの想定だしただし、
本校のような小規模校で教科担任制に取り組
むには、次の条件が必要である。

職教頭を学級担任との兼務とせず専任とす
る。(複式学級解消のたあの対応として学
級担任 との兼務にしない。)   

・

0特Ell支援学級担任を、担当児童の通級学級

等の教科担任 とする。
口体育・音楽は隣接学年 (低・中・ 高)で合

同授業を実施する。

本校の学級編制は次のようになつている。

1年 2年 3年 14年 5年 16年 特支

単式学

級

単式学

級

複式学緩 複式学級
樹
藉

ｉ
願

島
ｆ

３

雷

3・ 4年、 5・ 6年は複式学級だが、教科担

任制とすることで、算数・国語・理科・社会・

外国語は単式化している。

上の図は 6年生の授業担当教員を示してい

る。昨年度から英語専科教員が町内の他校に配

置され、本校も兼務していることから教科担任
tllを さらに整えることができた。時間割は複雑
に組まれ、運に一回は学年部以外との週案の打
ち合わせが必要となる。教員間のコミュニケー

ションも多くなり、職晨室で児童の情報や授業
の進め方について等、前向きな話題も聞こえて

くる
`特|こ 、特別支援学級の担任が交流学級の教

科担任となることで、特別支援教育の視点が教

科経営に反映され、全ての児童が「わかる」「で

きる」授業を目指す授業改善の目的がより明確
になったことは特饉すべきことだ。授業を通し

て校内支援体制もより強イヒされたといえる:他
にも教頭を教科担当としたことで教頭の業務

も専念でき、学級担任の負担軽減も図ることが

できた
`教科糧任制により授業改善の枠組み、つま

り働く環境は整つたといえるが、授業改善の要

は一人一人の教員の児童理解力Ⅲ指導技術の向

上だ。

(2)教科の本質に迫る授業～「饗Jを習得し
「技」を磨く

①授業レベル三構造=授業の「型」段階的習得

目指す授業の姿を「聞き返し。問いかけのあ

る学び合 う授業づくり～全員が学習の主体者
に～Jと し、研究を進めている。これまでの授

業の問簿点を次のように整理した。
口児童がわくわくするような課題設定にな

っていない。
□児童の考えを引きだしきれていない。
日わかる児童の考えだけで授業が進み全員

でわかり合う授業ではない。間違いを生か

していない。

そこで、どの教科においても児童が主体とな

るように、授業レベル 3構造 (十段階「型Jの
段階的習得)を示している。この授業レベル 3

構造を本校の授業の「型」とし、指導技術の差

からくる学力差の解消をねらつている。十段階
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右 の図は、

今年度の 5・

6年担任の受

け持 ち教科の

時 間 割 で あ

る。本来 なら

週 31時 間の

授業時間中、

担任 が一人で

受 け持つ時間

は 19時 FElと

なつている。

その他の時間

は特別支援学

級の担任 と TT

で 担 当 し た

り、他 の教員

5・641tt

Mon Tue Wed Thu F‖

1 6鼻 6算 6算 5算 6算

2 声肇 6纂 6鼻 6社 |●社

6社 1轟 道徳 6図 酵
5算 6准 Ⅳ 図

|16算 6算 :

5 6図 5総 6社・6総 6社

体育 体育 学活

7
チャレ
ンジ 委 ク

繹隋斃鰈
が担当したりする時間である。教科担任は単式

学級の 1・ 2年も例外ではなく、1年担任は 10
2年の国語を受け持ち、2年担任は 1・ 2年の

算数を受け持つている:算数 。国語は、ほぼ同

時期に共通の領域が配列 されてお り、教科担当

は、学年の系統性を図 りながら、教材を分析 し、

学習活動を組み立てやすいという効果がある。



の 「型」の うち、最も難易度の高い 「型」カミ、
「問題解決型の学び合い学習」だ。その攻略に

ついて説明する。          |

「課題の設定」の条件
は、児童を困らせること。

児童が困 りどうにか し

たいと思えるかが重要

だ。困ることで解決する

動機が生まれ、解きごた

えのある課題は、仲間の

力も必要となる。課題は

難しすぎても、簡単すぎ
てもだめだ。 (難 しいけ

ど、解けるかもしれない)そ う児童が思 うこと

が肝心。ここからの展開に大きく影響する。
「とも学びjの条件は、協働して全員が解決

の糸目を見つけるかどうかが重要である。とも

学びの時間は、自由に席を立ち互いの考えを交

流していいこととする。みんなで話しても解決
の糸目が見つからず困つた時にこそ教師の出

番。教師は解決の方向を示す灯台となり、児童
に光をあてる。光とは評価であり、ヒントであ

り、子ども闘士をつなぐ言葉である。きつと児

童はまた夢中になつて課題に取り組むはずだ。
しかしここに落とし穴があるから注意を怠っ

てはならない。対話の内容を把握し、できる子
の考えだけで解決されていないか、じつと耳と

目をこらし観察する。|す つして、机で他の作業

をしてはならない油断のならない時間である。
「終末Jは必ず自らの学びを振 り返る時間を

保障すること。これも絶対に忘れてはならない。

もちろん、基本の「型Jが定着したら、より

良い授業を追究し「型」を破ればいい。これが

本来の F型破 りJ基本無くして発展はない。「型
無し」にならないように教師は「型」を習得し
「技」を磨く。

②情報機器を活用した構造的な板書
板書を見れば

授業の流れや子

どもの思考が見

えるものだ。板

書も基本は 3分
割構造 とした。

プロジェクター

やタブ レッ ト等

を活用 し黒板の

右端はデジタル

教科書や児童の

ノー トを写す場

所としている。

③達人 (外部講師)を招聘した教科部会

黒潮町の協力を得て教材解釈から指導案作

成にいたるまで国語・算数の実践家に定期的に

教科部会等に来ていただき学んでいる。時には

模範授業を通 して私たちに問いかけてくれる。

また優れた音楽指導で実績のある教員 OBも 招

聘し、児童の歌唱指導だけでなく、学級経営の

ノウハウも学ばせてもらつている。少人数の職

場では、外部からの刺激はとても貴重である。

4 成果と課題
「主体的な学びに必要な指導法J『対話的・深

い学びの実1現」「児童理解力」「マネジメントカJ

で構成された授業カチェックの一学期末の結

果は、児童理解に関する項目の評価が高かつた。

児童に寄 り添いながら努力 している教師の姿
がその数値に表れている。また 100%達成 して

いる項目は「学習カー ドが提示されているJ「週

案に基づき授業をしている」であり、授業の「型」

第‐レベルがほぼ全員到達したと評価できる。

体的な学びを実現するために必要な指導法
●友達の考えや自分の考えの変容t次の時間の課題
を書かせてもヽる。

◆わかりやすい発間、繰り返さない発問

一
　

一
　

¨
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児童の学校生活意識調査 (年 2回 )を見ても、

各項目の数値が上昇している。特に、課題であ

つた「発表することができる」の項 目が飛躍的

に伸びた。【R元 :54%→ R3180%】
また、「学校が楽しいば 100%」 「勉強がわ

かるげ 94%」 「友だちを大切にしようと思う
ξ 100%」 「学校に心許せる友だちがいるC
98%」 「学校の先生は話を聞いてくれるぽ 1

00%」 という結果となり概ね児童が学校生活

に満足し、学習にも意欲的であると評価できる。

また、児童の意識に伴い

上昇傾向にある。

、各学力調査の結果も、

一方教員の勤務状況が どのように変化 した

か、校務支援システムが導入 された令和元年 9

～ 11月 (授業 日60日 間)と 令和 2年度、臨時

休業後の 5～ 7月 (授業 日60日 間)の 3か月

を比較すると、超過勤務時間の月平均が49時
間から43.3時 間と減少 し、教職員の働き方

にも一定の成果が見られた。教科担任制の一歩

を踏み出したばか りだが、確実にその成果は児

童の力 となつて実を結ぼ うとしているのでは

ないか。期待が高まる。

5 おわりに
「校長先生、さっきの授業面白かつたですよ。

来るのが遅かつたですね。」と声をかけられる

瞬間がたまらなくうれ しい。授業改善への道は

確かに険 しい。しかし、志を失わなければきつ

とみんなの力で成 し遂げられると信 じている。

そのために私は一人一人の学校教職員の心に

灯をともすことができる校長でありたいと思

う。

l③児童理解力を高める
: ◆指示が明確でわかりやすい

: ◆子ども同士のつなぎ役に徹している

確かに児童が能動的に動 く授業にはまだま

だ課題はあり、標準学力調査 (4月 実施)や、一

学期末の単元テス ト総合評価においても、評定

一の出現率が 0%ではない。しか し、地道に「技」

を磨くことで、我々のゴールである全ての児童

の学力保障に近づくことは間違いない。

研究部会も「算数部」「国語部」の教科部会の

みとしたことで、校内研修の議論も自熱する。

授業研究を通 し、職員全体の交流が生まれ、授

業の楽 しさ醍醐味を教師が実感 じ腕をあげよ

うと努力する姿が頼もしく思 う。
「日頃悩んでいることも、みんなと考えるの

で心強い。」職員の声である。ベテランから若年

まで一緒に「学び合 う」教師の姿こそが学校の

時薩ρ源だと実感する。

算数教科部は高知‐市教育委員会スーパニバ

イザー藤田究先生を講師に、国語教科部は

高知大学附属小田中元康先生を講師に招聘

しご指導いただいている。(写真上)

西部教育事務所池谷指導主事を招聘しての

校内研修 (写真下左)

ノー ト交流は学期に■日、全児童のノー ト

及び教員め教材ノ∵ 卜を交流し合 う。(写真

下右)     |    ‐
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土 佐 教 育 研 究 会 創 立 ５０ 周 年 記 念 講 演 会 

 

 

演 題 「みんなの特別支援教育～通常の学級で取り組むこと～」 

講 師 関西国際大学 教育学部 学部長 大学院人間行動学研究科  

中尾 繁樹 教授 

 

 

 中尾 繁樹先生 プロフィール   

 

関西国際大学教育学部 教育福祉学科 教授 

 同大学大学院 人間行動学研究科 臨床教育学専攻 教授 

 

Ｓ５６～ 神戸市立学校教諭  

Ｈ１１～ 神戸市教育委員会指導主事  

Ｈ２０～ 現職  

 

【他】  同志社女子大学、神戸親和女子大学、 

九州スポーツ医療専門学校、神戸総合医療専門学校等非常勤講師、 

前文部科学省学習指導要領改訂のための調査研究委員、 

元小児科学会学校保健とこころの問題委員会委員、 

社会福祉法人ＥＧＦ相談員、特別支援教育士ＳＶ、 

The Building up Team Japan 2016 for Pyeongchang特別講師  

尼崎市主席研究員他 

神戸市、松江市、長浜市、兵庫県、小野市、豊岡市、朝来市他の巡回相

談及び専門家チーム等委員  

【著書】 

特別支援教育指導スキル大全 明治図書 

～０歳から１００歳までカラダづくり～生涯スポーツトレーナー教本 監修 日本健康スポーツ連盟 

通常学級で使える「特別支援教育」ハンドブック 編著 明治図書 

特別ではない特別支援教育①~⑤ 

神戸発！特別な配慮の必要な子どもへの具体的指導内容と支援策 編著 明治図書 

新しい自立活動の実践ハンドブック 全国心身障害児福祉財団 

新感覚統合の理論と実践 共著 学研 

障害児を育てる感覚等合法 共著  日本文化学社    他 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjMt7St2YDhAhUVA4gKHZmDAVQQjRx6BAgBEAU&url=https://www.event-form.jp/event/3922/vrOj&psig=AOvVaw0dwrFVsZ9yO1Plydnraf9P&ust=1552620790047992


 

 

 

活 動 の 記 録 

（10 年間のあゆみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 有光　純一 五台山小 組織部長 前田　開 初月小

副会長（高知） 前田　志郎 追手前小 　　　副部長（高知） 江口　照規 大津小

　〃　　（東部） 野町　雅之 加領郷小 　〃　副部長（東部） 竹村　栄夫 舟入小

　〃　　（中部） 岡　　則明 伊野南小 　〃　副部長（中部） 黒瀬　忠行 大川中

　〃　　（高岡） 池田　敏雄 影野小 　〃　副部長（高岡） 伊賀　修 田野々小

　〃　　（西部） 川島　出也 具同小 　〃　副部長（西部） 藤原　昭彦 東山小

事務局長 別當　尚史 朝倉第二小 広報部長 石村　清茂 春野東小

　〃　　次長（高知） 島﨑　正能 小高坂小 　〃　副部長（高知） 島﨑　雅彦 小高坂小

　〃　　次長（東部） 島内　祥夫 山田小 　〃　副部長（東部） 濵田　陽治 夜須中

　〃　　次長（中部） 上田　雅子 大杉小 　〃　副部長（中部） 吉岡　敬代 国府小

　〃　　次長（高岡） 久寿　義人 笹場小 　〃　副部長（高岡） 森田　美智恵 大野見小

　〃　　次長（西部） 中村　博保 中村西中 　〃　副部長（西部） 黒岩　譲 東中筋小

研究部長 野村　能教 潮江小 会計部長 北　　洋子 泉野小

　〃　副部長（高知） 吉村　美恵子 初月小 　〃　副部長（高知） 陰山　直実 旭　小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 潮江東小 　〃　副部長（東部） 信﨑　眞理子 楠目小

　〃　副部長（東部） 五藤　浩 田野中 　〃　副部長（中部） 森山　晴子 吾北小

　〃　副部長（中部） 榎本　洋 枝川小 　〃　副部長（高岡） 久寿　久美子 中央小

　〃　副部長（高岡） 弘田　博一 高石小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 八束小

　〃　副部長（西部） 弘畑　佳之 中村西中 会計監事 波川　渉 北ノ川小

事業部長 水田　文子 春野西小 　　〃 若林　章 旭　小

　〃　副部長（高知） 岡内　充 春野東小 　　〃 秋森　眞吾 泉野小

　〃　副部長（東部） 山中　理史 芸西小

　〃　副部長（中部） 山本　光三 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 葉山小

　〃　副部長（西部） 芝　雅人 竹島小

平成２３年度　役員名簿
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◎専門部会

部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校 事務局Tel

国　語 吉本　哲男 宇佐小 中尾　真 附属小 088-822-6327

書　写 山中　美穂子 鴨田小 正岡　雅代 春野東小 088-841-2089

社　会 川﨑　二三雄 第四小 井口　幸政 大津小 088-866-2124

算　数 川島　出也 具同小 近藤　修史 大篠小 088-864-2374

理　科 石村　清茂 春野東小 田鍋　潤一郎 横内小 088-840-2811

生　活 小堀　美雅子 土居小 難波江　明美 附属小 088-822-6327

音　楽 依岡　誠児 土佐山中 松林　淑子 神田小 088-832-6671

造　形 西岡　修 香長中 槙山　美也子 附属小 088-822-6327

小　家 山本　陽子 川内小 中山　由美子 附属小 088-822-6327

技　家 西村　孝彦 繁藤中 福田　元一 一宮中 088-845-1102

保　体 前田　開 初月小 大塚　剛弘 附属小 088-822-6327

外　国 山崎　悦子 一宮中 森　佳奈子 城東中 088-883-7188

道　徳 西尾　洋之 北陵中 榎本　洋 枝川小 088-892-1791

特　活 岡田　敏彦 潮江南小 弘瀬　直美 潮江南小 088-832-0123

図　書 岡　敦子 旭東小 公文　伸子 城東中 088-883-7188

視　覚 岡　則明 伊野南小 有光　純一 五台山小 088-882-7468

進　路 小栗　一彦 吾北中 今西　一成 香長中 088-863-2460

へ　き 植田　雄ニ 上川口小 久寿　義人 笹場小 0889-52-2744

環　境 社領　修作 旭東小 西村　一輝 大津小 088-866-2124

平成２３年度　役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 有光　純一 五台山小 組織部長 前田　開 初月小

副会長（高知） 小笠原　哲司 潮江東小 　　　副部長（高知） 江口　照規 大津小

　〃　　（東部） 清藤　悦子 片地小 　〃　副部長（東部） 竹村　栄夫 舟入小

　〃　　（中部） 岡　則明 伊野南小 　〃　副部長（中部） 黒瀬　忠行 大川中

　〃　　（高岡） 池田　敏雄 影野小 　〃　副部長（高岡） 伊賀　修 田野々小

　〃　　（西部） 川島　出也 具同小 　〃　副部長（西部） 中村　博保 中村西中

事務局長 別當　尚史 朝倉第二小 広報部長 吉村　恵一 介良小

　〃　　次長（高知） 島崎　正能 小高坂小 　〃　副部長（高知） 杉本　一幸 三里小

　〃　　次長（東部） 五藤　浩 土居小 　〃　副部長（東部） 野町　雅之 加領郷小

　〃　　次長（中部） 上田　雅子 土佐町小 　〃　副部長（中部） 吉岡　敬代 国府小

　〃　　次長（高岡） 青木　美珠 黒岩小 　〃　副部長（高岡） 森田　美智恵 大野見小

　〃　　次長（西部） 谷口　登志 中村小 　〃　副部長（西部） 黒岩　譲 宿毛小

研究部長 島﨑　雅彦 小高坂小 会計部長 北　洋子 高須小

　〃　副部長（高知） 吉村　美恵子 初月小 　〃　副部長（高知） 陰山　直実 旭　小

　〃　副部長（東部） 久保　博行 赤野小 　〃　副部長（東部） 白石　ゆり 土居小

　〃　副部長（中部） 榎本　洋 枝川小 　〃　副部長（中部） 森山　晴子 吾北小

　〃　副部長（高岡） 弘田　博一 高石小 　〃　副部長（高岡） 久寿　久美子 中央小

　〃　副部長（西部） 橋田　まや 伊与喜小 　〃　副部長（西部） 山岡　史子 具同小

事業部長 岡内　充 春野東小 会計監事 若林　章 高須小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 潮江東小 　　〃 秋森　眞吾 泉野小

　〃　副部長（東部） 山中　理史 芸西小

　〃　副部長（中部） 山本　光三 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 葉山小

　〃　副部長（西部） 芝　雅人 竹島小

平成２４年度　役員名簿
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平成24年度 役員名簿

◎専門部会

部 会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校 事務局Td

国 語 吉本 哲男 芋儀1月 ヽ 中尾 真 附属小 322-6327

書 写 山中 美穂子 鴫田4 正岡 雅代 春野東小 341-2089

社 会

':1時

二三雄 第四小 井 口 幸政 小高坂小 823-4418

算 数 川島 出也 具同月ヽ 近藤 修史 大鑢小 864-2374

理 科 若林 章 高須小 山中 孝一 附属中 322-6537

生 活 小堀 美雅子 香我美小 加藤 靖雄 附属小 322-6327

音 楽 依岡 誠児 土佐山中 松林 淑子 神田小 332-6671

造 形 西岡 修 番長中 槙山 美也子 晴属小 322-6327

小 家 山本 陽子 |:1内小 中山 由美子 精属小 822-6327

技 家 西村 孝彦 東津野中 福田 元一 隣浜中 841-2215

保 体 前田 開 初月小 大塚 剛弘 附属小 822-6327

外 国 小原 和明 本川中 森 佳奈子 城東中 383-7188

道 徳 西尾 洋之 北陵中 阪本 洋 枝川小 392-1791

特 活 岡 田 敏彦 朝江南小 弘瀬 直美 潮江南小 832-0123

図 書 岡 致子 嘔 小 公文 伸子 威東中 883-7188

視 覚 岡 則明 伊野育小 有光 純一 五台山小 882-7468

進 路 小栗 一彦 書北中 今西 一成 香長中 863-2460

へ き 芝 雅人 竹島小 原 道夫 平田だヽ )880-66-0005

環 境 社領 修作 旭東小 画村 一輝 大津小 366-2124
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 別當　尚史 横内小 組織部長 前田　開 初月小

副会長（高知） 小笠原　哲司 潮江東小 　　　副部長（高知） 江口　照規 大津小

　〃　　（東部） 久保　博行 赤野小 　〃　副部長（東部） 竹村　栄夫 大宮小

　〃　　（中部） 榎本　洋 枝川小 　〃　副部長（中部） 黒瀬　忠行 大川小

　〃　　（高岡） 白石　寿美雄 浦ノ内小 　〃　副部長（高岡） 伊賀　修 田野々小

　〃　　（西部） 谷口　登志 中村小 　〃　副部長（西部） 中村　博保 中村西中

事務局長 岡内　充 春野東小 広報部長 島﨑　雅彦 小高坂小

　〃　　次長（高知） 島﨑　正能 小高坂小 　〃　副部長（高知） 杉本　一幸 三里小

　〃　　次長（東部） 大井　厚志 山田小 　〃　副部長（東部） 野町　雅之 東川小

　〃　　次長（中部） 高橋　雅兄 大杉小 　〃　副部長（中部） 吉岡　敬代 国府小

　〃　　次長（高岡） 青木　美珠 黒岩小 　〃　副部長（高岡） 森田　美智恵 大野見小

　〃　　次長（西部） 山岡　史子 具同小 　〃　副部長（西部） 矢野川　正和 東中筋小

研究部長 藤本　昌司 神田小 会計部長 陰山　直実 旭　小

　〃　副部長（高知） 吉村　美恵子 初月小 　〃　副部長（高知） 西本　壽香 第四小

　〃　副部長（東部） 五藤　浩 土居小 　〃　副部長（東部） 若江　卓恭 安芸第一小

　〃　副部長（中部） 関根　茂雄 久礼田小 　〃　副部長（中部） 川端　純子 川内小

　〃　副部長（高岡） 弘田　博一 高岡第一小 　〃　副部長（高岡） 久寿　久美子 中央小

　〃　副部長（西部） 橋田　まや 伊与喜小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 松田川小

事業部長 西川　康 昭和小 会計監事 佐々木　正彦 一宮東小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 一ツ橋小 　　〃 北　洋子 高須小

　〃　副部長（東部） 清藤　悦子 片地小

　〃　副部長（中部） 山本　光三 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 葉山小

　〃　副部長（西部） 芝　雅人 竹島小

平成２５年度　役員名簿
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平成25年度 専門部会役員名簿

部 会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国 語 吉本 哲男 高岡第一小 中尾 真 晴属小

書 写 大谷 俊彦 嶺1ヒ 中 正岡 雅代 春野東小

社 会 川崎 二三雄 第四小 細川 晃 醐江小

算 数 久保 博行 赤野小 近藤 修史 大篠月ヽ

理 科 替林 章 高須小 浅井 宏史 付属中

生 活 小堀 美雅子 番我美小 難波江 明美 晴属 4ヽ

音 楽 渡田 陽治 尾川小。中 中石 淑江 一富中

造 形 西岡 修 香長中 槙山 美也子 昭和ガヽ

小 家 森田 美智恵 大野見小 笈本 番織 附属小

技 家 西村 孝彦 東津野中 福田 元一 横浜中

保 体 囲内 聡 潮江小 川 上 直人 神 田月ヽ

外 国 竹時 優子 旭 中 寺尾 順子 愛着中

道 徳 西尾 洋之 北陵中 島内 祥夫 山田小

特 活 岡田 敏彦 潮江南小 弘瀬 直美 潮江南小

図 書 岡 敦子 旭 小 橋講 紀子 横内小

視 覚 若林 章 高須小 宮lL秀徳 五台山月ヽ

進 路 小栗 ―彦 大豊町中 今西 一成 香長中

へ き 芝 雅人 竹島小 石りll 正康 伊野南小

環 境 社領 修作 旭東小 西村 一輝 第四だヽ
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 別當　尚史 横内小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 片岡　正樹 江ノ口小 　　　副部長（高知） 江口　照規 大津小

　〃　　（東部） 竹村　栄夫 大宮小 　〃　副部長（東部） 小堀　美雅子 香我美小

　〃　　（中部） 榎本　洋 枝川小 　〃　副部長（中部） 黒瀬　忠行 大川小

　〃　　（高岡） 白石　寿美雄 浦ノ内小 　〃　副部長（高岡） 森山　晴子 加茂小

　〃　　（西部） 谷口　登志 宿毛小 　〃　副部長（西部） 中村　博保 中村西中

事務局長 岡内　充 春野東小 広報部長 島﨑　雅彦 小高坂小

　〃　　次長（高知） 西本　文雄 小高坂小 　〃　副部長（高知） 杉本　一幸 三里小

　〃　　次長（東部） 吉良　和夫 奈半利小 　〃　副部長（東部） 野町　雅之 東川小

　〃　　次長（中部） 高橋　雅兄 おおとよ小 　〃　副部長（中部） 吉岡　敬代 国府小

　〃　　次長（高岡） 青木　美珠 蓮池小 　〃　副部長（高岡） 近澤　玲子 上分小

　〃　　次長（西部） 則　ルリ 南郷小 　〃　副部長（西部） 矢野川　正和 東中筋小

研究部長 藤本　昌司 神田小 会計部長 陰山　直実 秦　小

　〃　副部長（高知） 宮地　秀徳 五台山小 　〃　副部長（高知） 西本　壽香 第四小

　〃　副部長（東部） 吉田　弘章 清水ケ丘中 　〃　副部長（東部） 若江　卓恭 安芸第一小

　〃　副部長（中部） 関根　茂雄 久礼田小 　〃　副部長（中部） 川端　純子 大湊小

　〃　副部長（高岡） 弘田　博一 高岡第一小 　〃　副部長（高岡） 久寿　久美子 葉山小

　〃　副部長（西部） 橋田　まや 伊与喜小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 松田川小

事業部長 西川　康 昭和小 会計監事 佐々木　正彦 一宮東小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 一ツ橋小 　　〃 永野　由美子 泉野小

　〃　副部長（東部） 福冨　紀子 舟入小

　〃　副部長（中部） 島内　祥夫 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 仁井田小

　〃　副部長（西部） 芝　雅人 入野小

平成26年度　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 吉本　哲男 高岡第一小 中尾　真 附属小

書　写 大谷　俊彦 嶺北中 正岡　雅代 春野東小

社　会 川崎　剛 附属中 細川　晃 潮江小

算　数 谷口　登志 宿毛小 近藤　修史 附属小

理　科 若林　章 高須小 浅井　宏史 附属中

生　活 白石　ゆり 赤岡小 難波江　明美 附属小

音　楽 濵田　陽治 尾川小・中 中石　淑江 一宮中

造　形 西岡　修 香長中 松田　陽一 附属小

小　家 青木　美珠 蓮池小 坂本　香織 附属小

技　家 西村　孝彦 東津野中 福田　元一 横浜中

保　体 田内　聡 潮江小 内田　裕文 横浜小

外　国 竹﨑　優子 旭　中 笹岡　久乃 南海中

道　徳 西尾　洋之 北陵中 島内　祥夫 岡豊小

特　活 石村　久子 新荘小 弘瀬　直美 潮江南小

図　書 岡　敦子 旭　小 橋詰　紀子 横内小

視　覚 若林　章 高須小 宮地　秀徳 五台山小

進　路 小栗　一彦 大豊町中 今西　一成 香長中

へ　き 芝　雅人 入野小 石川　正康 伊野南小

環　境 社領　修作 一宮小 西村　一輝 第四小

平成26年度　専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 別當　尚史 横内小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 片岡　正樹 十津小 　　　副部長（高知） 江口　照規 大津小

　〃　　（東部） 吉田　弘章 清水ｹ丘中 　〃　副部長（東部） 竹村　栄夫 大宮小

　〃　　（中部） 大谷　俊彦 嶺北中 　〃　副部長（中部） 黒瀬　忠行 神谷小・中

　〃　　（高岡） 白石　寿美雄 安和小 　〃　副部長（高岡） 森山　晴子 加茂小

　〃　　（西部） 谷口　登志 宿毛小 　〃　副部長（西部） 弘畑　佳之 沖の島小

事務局長 西本　文雄 小高坂小 広報部長 島﨑　雅彦 小高坂小

　〃　　次長（高知） 松本　洋子 鴨田小 　〃　副部長（高知） 杉本　一幸 三里小

　〃　　次長（東部） 明石　芳文 野市小 　〃　副部長（東部） 野町　雅之 東川小

　〃　　次長（中部） 高橋　雅兄 奈路小 　〃　副部長（中部） 吉岡　敬代 国府小

　〃　　次長（高岡） 青木　美珠 蓮池小 　〃　副部長（高岡） 近澤　玲子 上分小・中

　〃　　次長（西部） 則　ルリ 南郷小 　〃　副部長（西部） 矢野川　正和 東中筋小

研究部長 宮地　秀徳 五台山小 会計部長 陰山　直実 秦　小

　〃　副部長（高知） 宮地　秀徳 五台山小 　〃　副部長（高知） 西本　壽香 行川小

　〃　副部長（東部） 浜地　洋一 山田小 　〃　副部長（東部） 吉良　和夫 元　小

　〃　副部長（中部） 関根　茂雄 久礼田小 　〃　副部長（中部） 川端　純子 大湊小

　〃　副部長（高岡） 弘光　敦 米奥小 　〃　副部長（高岡） 久寿　久美子 葉山小

　〃　副部長（西部） 橋田　まや 田ノ口小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 中筋小

事業部長 依岡　誠児 青柳中 会計監事 佐々木　正彦 一宮東

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 一ツ橋小 　　〃 永野　由美子 神田小

　〃　副部長（東部） 平石　誠 佐古小

　〃　副部長（中部） 島内　祥夫 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 仁井田小

　〃　副部長（西部） 芝　雅人 入野小

平成27年度　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 片岡　忠三 朝倉小 小濵　みほ 附属小

書　写 大谷　俊彦 嶺北中 正岡　雅代 春野東小

社　会 川崎　剛 大豊町中 細川　晃 潮江小

算　数 谷口　登志 宿毛小 尾知　寿信 井ノ口小

理　科 若林　章 高須小 竹田　尚史 附属中

生　活 白石　ゆり 赤岡小 難波江　明美 附属小

音　楽 濵田　陽治 尾川小・中 中石　淑江 一宮中

造　形 達川　浩一 吾北小 松田　陽一 附属小

小　家 青木　美珠 蓮池小 坂本　香織 附属小

技　家 西村　孝彦 黒岩中 福田　元一 横浜中

保　体 田内　聡 潮江小 内田　裕文 横浜小

外　国 竹﨑　優子 土佐山小中 笹岡　久乃 朝倉中

道　徳 西尾　洋之 北陵中 島内　祥夫 岡豊小

特　活 石村　久子 弘瀬　直美 潮江南小

図　書 吉村　美恵子 初月小 岡本　えりか 城東中

視　覚 若林　章 高須小 宮地　秀徳 五台山小

進　路 鍋島　智 伊野中 今西　一成 赤岡中

へ　き 芝　雅人 入野小 石川　正康 伊野南小

環　境 社領　修作 一宮小 西村　一輝 長浜小

平成２７年度　専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 別當　尚史 横内小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 片岡　正樹 十津小 　　　副部長（高知） 松岡　聖士 朝倉第二小

　〃　　（東部） 濱地　洋一 山田小 　〃　副部長（東部） 山岡　大二 安芸第一小

　〃　　（中部） 大谷　俊彦 嶺北中 　〃　副部長（中部） 黒瀬　忠行 神谷小中

　〃　　（高岡） 白石　寿美雄 安和小 　〃　副部長（高岡） 森山　晴子 加茂小

　〃　　（西部） 谷口　登志 宿毛小 　〃　副部長（西部） 弘畑　佳之 宿毛東中

事務局長 西本　文雄 小高坂小 広報部長 中田　正康 小高坂小

　〃　　次長（高知） 西森　真理 旭東小 　〃　副部長（高知） 杉本　一幸 三里小

　〃　　次長（東部） 吉良　和夫 元　小 　〃　副部長（東部） 野町　雅之 東川小

　〃　　次長（中部） 高橋　雅兄 奈路小 　〃　副部長（中部） 藤本　由美 三和小

　〃　　次長（高岡） 青木　美珠 蓮池小 　〃　副部長（高岡） 坂本　隆志 能津小

　〃　　次長（西部） 則　ルリ 南郷小 　〃　副部長（西部） 布　正人 三浦小

研究部長 宮地　秀徳 はりまや橋小 会計部長 竹﨑　優子 土佐山学舎

　〃　副部長（高知） 藤原　祐三 第四小 　〃　副部長（高知） 西本　壽香 行川学園

　〃　副部長（東部） 植村　昌史 舟入小 　〃　副部長（東部） 明石　芳文 野市小

　〃　副部長（中部） 小田　通 日章小 　〃　副部長（中部） 川端　純子 大湊小

　〃　副部長（高岡） 弘光　敦 米奥小 　〃　副部長（高岡） 久寿　久美子 葉山小

　〃　副部長（西部） 橋田　まや 田ノ口小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 中筋小

事業部長 山中　浩介 長浜小 会計監事 岡林　章子 潮江東小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 一ツ橋小 　　〃 永野　由美子 神田小

　〃　副部長（東部） 平石　誠 夜須小

　〃　副部長（中部） 島内　祥夫 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 仁井田小

　〃　副部長（西部） 芝　雅人 入野小

平成２８年度　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 片岡　忠三 朝倉小 松岡　信代 附属小

書　写 大谷　俊彦 嶺北中 正岡　雅代 春野東小

社　会 川崎　剛 大豊町中 田代　雅美 はりまや橋小

算　数 吉良　和夫 元　小 尾知　寿信 井ノ口小

理　科 若林　章 高須小 竹田　尚史 附属中

生　活 白石　ゆり 赤岡小 難波江　明美 附属小

音　楽 濵田　陽治 尾川小・中 中石　淑江 一宮中

造　形 達川　浩一 江ノ口小 川村　百合 附属小

小　家 青木　美珠 蓮池小 濱岡　かおり 附属小

技　家 西村　孝彦 黒岩中 福田　元一 横浜中

保　体 田内　聡 潮江小 内田　裕文 横浜小

外　国 竹﨑　優子 土佐山学舎 寺尾　順子 愛宕中

道　徳 西尾　洋之 北陵中 島内　祥夫 岡豊小

特　活 中野　博文 上分小 弘瀬　直美 潮江南小

図　書 吉村　美恵子 初月小 岡本　えりか 城東中

視　覚 若林　章 高須小 宮地　秀徳 はりまや橋小

進　路 鍋島　智 吾北中 長岡　誠司 尾川中

へ　き 黒瀬　忠行 神谷小・中 石川　正康 伊野南小

環　境 社領　修作 一宮小 西村　一輝 泉野小

平成２８年度　専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 中田　正康 小高坂小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 森　一正 五台山小 　　　副部長（高知） 松岡　聖士 朝倉第二小

　〃　　（東部） 岡松　治彦 川北小 　〃　副部長（東部） 山岡　大二 安芸第一小

　〃　　（中部） 大谷　俊彦 嶺北中 　〃　副部長（中部） 尾木　文治郎 仁淀中

　〃　　（高岡） 白石　寿美雄 安和小 　〃　副部長（高岡） 杉野　雅彦 浦ノ内中

　〃　　（西部） 橋田　まや 田ノ口小 　〃　副部長（西部） 弘畑　佳之 東　中

事務局長 西本　文雄 小高坂小 広報部長 小比賀　博 鏡　小

　〃　　次長（高知） 西森　真理 旭東小 　〃　副部長（高知） 武林　勝志 五台山小

　〃　　次長（東部） 中島　佳史 片地小 　〃　副部長（東部） 野町　雅之 東川小

　〃　　次長（中部） 高橋　雅兄 奈路小 　〃　副部長（中部） 藤本　由美 三和小

　〃　　次長（高岡） 青木　美珠 蓮池小 　〃　副部長（高岡） 坂本　隆志　 黒岩小

　〃　　次長（西部） 清家　利華子 宿毛小 　〃　副部長（西部） 布　正人 三浦小

研究部長 宮地　秀徳 はりまや橋小 会計部長 竹﨑　優子 土佐山学舎

　〃　副部長（高知） 藤原　祐三 第四小 　〃　副部長（高知） 西本　壽香 行川学園

　〃　副部長（東部） 浜地　洋一 片地小 　〃　副部長（東部） 明石　芳文 舟入小

　〃　副部長（中部） 川端　純子 日章小 　〃　副部長（中部） 田上　美惠子 本山小

　〃　副部長（高岡） 弘光　敦 米奥小 　〃　副部長（高岡） 石川　美香 精華小

　〃　副部長（西部） 則　ルリ 南郷小 　〃　副部長（西部） 大原　純子 中筋小

事業部長 山田　洋士 西部中 会計監事 岡林　章子 潮江東小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 一ツ橋小 　　〃 別當　尚史 横内小

　〃　副部長（東部） 平石　誠 夜須小

　〃　副部長（中部） 島内　祥夫 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 西村　俊彦 仁井田小

　〃　副部長（西部） 今津　一志 竹島小

平成29年度　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 片岡　忠三 朝倉小 大坪　顕彦 附属小

書　写 大谷　俊彦 嶺北中 正岡　雅代 春野東小

社　会 川崎　剛 大豊町中 田村　隆吏 朝倉第二小

算　数 吉良　和夫 元　小 尾知　寿信 井ノ口小

理　科 若林　章 高須小 柳川　智彦 附属中

生　活 白石　ゆり 香長小 廣瀬　愛 附属小

音　楽 濵田　陽治 尾川小・中 中石　淑江 一宮中

造　形 達川　浩一 江ノ口小 松田　陽一 附属小

小　家 青木　美珠 蓮池小 濱岡　かおり 附属小

技　家 西村　孝彦 黒岩中 福田　元一 横浜中

保　体 田内　聡 潮江小 内田　裕文 横浜小

外　国 竹﨑　優子 土佐山学舎 寺尾　順子 愛宕中

道　徳 西尾　洋之 北陵中 門脇　正 加領郷小

特　活 中野　博文 上分小 弘瀬　直美 旭東小

図　書 近澤　玲子 第四小 片岡　道広 高岡第一小

視　覚 若林　章 高須小 宮地　秀徳 はりまや橋小

進　路 鍋島　智 吾北中 長岡　誠司 尾川中

へ　き 黒瀬　忠行 上ノ加江小 尾木　文治郎 仁淀中

環　境 杉村　知之 春野東小 西村　一輝 泉野小

平成２9年度　専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 中田　正康 小高坂小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 森　一正 五台山小 　　　副部長（高知） 松岡　聖士 横内小

　〃　　（東部） 明石　芳文 舟入小 　〃　副部長（東部） 山岡　大二 安芸第一小

　〃　　（中部） 大谷　俊彦 嶺北中 　〃　副部長（中部） 武市　親典 おおとよ小

　〃　　（高岡） 弘光　敦 米奥小 　〃　副部長（高岡） 杉野　雅彦 浦ノ内中

　〃　　（西部） 布　正人 三浦小 　〃　副部長（西部） 大橋　更三 東中筋中

事務局長 西本　文雄 斗賀野小 広報部長 小比賀　博 鏡　小

　〃　　次長（高知） 山下　美奈子 小高坂小 　〃　副部長（高知） 武林　勝志 五台山小

　〃　　次長（東部） 岡崎　裕彦 伊尾木小 　〃　副部長（東部） 岡松　治彦 川北小

　〃　　次長（中部） 高橋　雅兄 奈路小 　〃　副部長（中部） 藤本　由美 三和小

　〃　　次長（高岡） 坂本　隆志 黒岩小 　〃　副部長（高岡） 青木　美珠 蓮池小

　〃　　次長（西部） 清家　利華子 松田川小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 中筋小

研究部長 藤原　祐三 第四小 会計部長 西本　壽香 旭東小

　〃　副部長（高知） 篠田　直男 介良小 　〃　副部長（高知） 弘瀬　直美 旭東小

　〃　副部長（東部） 浜地　洋一 片地小 　〃　副部長（東部） 森田　卓志 大宮小

　〃　副部長（中部） 川端　純子 日章小 　〃　副部長（中部） 田上　三惠子 本山小

　〃　副部長（高岡） 中越　あかね 東又小 　〃　副部長（高岡） 石川　美香 中央小

　〃　副部長（西部） 池上　みどり 大用小 　〃　副部長（西部） 大原　淳子 中筋小

事業部長 山田　洋士 朝倉中 会計監事 岡林　章子 潮江東小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 一ツ橋小 　　〃 松下　整 城北中

　〃　副部長（東部） 平石　誠 穴内小

　〃　副部長（中部） 島内　祥夫 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 黒瀬　忠行 上ノ加江小

　〃　副部長（西部） 坂本　恭美子 南郷小

平成30年度　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 岡田　定之 一ツ橋小 深瀬　明子 附属小

書　写 大谷　俊彦 嶺北中 正岡　雅代 春野東小

社　会 伊藤　浩昭 昭和小 田村　隆吏 朝倉第二小

算　数 吉良　和夫 吉川小 尾知　寿信 井ノ口小

理　科 猪原　靖 横浜新町小 宮本　友里奈 介良中

生　活 白石　ゆり 香長小 廣瀬　愛 附属小

音　楽 濵田　陽治 佐川町教育委員会 中石　淑江 一宮中

造　形 達川　浩一 江ノ口小 松田　陽一 附属小

小　家 岩本　初美 加茂小 濱岡　かおり 附属小

技　家 山田　洋士 朝倉中 福田　元一 旭　中

保　体 田内　聡 潮江小 内田　裕文 潮江小

外　国 竹﨑　優子 土佐山学舎 寺尾　順子 愛宕中

道　徳 西尾　洋之 北陵中 門脇　正 加領郷小

特　活 中野　博文 北川小 小松　朋子 春野東小

図　書 近澤　玲子 第四小 野田　綾 横内小

視　覚 浜地　洋一 片地小 梶原　和美 山田小

進　路 鍋島　智 吾北中 今西　一成 夜須中

へ　き 黒瀬　忠行 上ノ加江小 黒瀬　忠行 上ノ加江小

環　境 杉村　知之 春野東小 松岡　寛 高知小

平成30年度　専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 藤田　由紀子 浦戸小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 森　一正 五台山小 　　　副部長（高知） 廣瀬　潤 第四小

　〃　　（東部） 中野　博文 川北小 　〃　副部長（東部） 門田　満穂 安芸第一小

　〃　　（中部） 川端　純子 日章小 　〃　副部長（中部） 武市　親典 長岡小

　〃　　（高岡） 弘光　敦 米奥小 　〃　副部長（高岡） 杉野　雅彦 浦ノ内中

　〃　　（西部） 布　正人 三浦小 　〃　副部長（西部） 大橋　更三 橋上中

事務局長 山下　美奈子 小高坂小 広報部長 海地　哲雄 高須小

　〃　　次長（高知） 西森　真理 潮江東小 　〃　副部長（高知） 武林　勝志 十津小

　〃　　次長（東部） 大井　厚志 舟入小 　〃　副部長（東部） 小松　良浩 吉良川小

　〃　　次長（中部） 宇賀　孝司 日章小 　〃　副部長（中部） 藤本　由美 三和小

　〃　　次長（高岡） 坂本　隆志 黒岩小 　〃　副部長（高岡） 西本　文雄 斗賀野小

　〃　　次長（西部） 清家　利華子 松田川小 　〃　副部長（西部） 布　正人 三浦小

研究部長 藤原　祐三 神田小 会計部長 西本　壽香 旭東小

　〃　副部長（高知） 篠田　直男 介良小 　〃　副部長（高知） 弘瀬　直美 旭東小

　〃　副部長（東部） 浜地　洋一 片地小 　〃　副部長（東部） 森田　卓志 大宮小

　〃　副部長（中部） 和田　礼史 北陵中 　〃　副部長（中部） 別役　敏子 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 中越　あかね 東又小 　〃　副部長（高岡） 石川　美香 中央小

　〃　副部長（西部） 池上　みどり 大用小 　〃　副部長（西部） 布　正人 三浦小

事業部長 山田　洋士 朝倉中 会計監事 岡林　章子 潮江東小

　〃　副部長（高知） 岡田　定之 初月小 　　〃 松下　整 城北中

　〃　副部長（東部） 平石　誠 穴内小

　〃　副部長（中部） 島内　祥夫 岡豊小

　〃　副部長（高岡） 黒瀬　忠行 上ノ加江小

　〃　副部長（西部） 坂本　恭美子 南郷小

令和元年度（２０１９）　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 岡田　定之 初月小 岡林　千裕 附属小

書　写 大谷　俊彦 城東中 正岡　雅代 春野東小

社　会 伊藤　浩昭 伊野南小 田村　隆吏 朝倉第二小

算　数 吉良　和夫 吉川小 井本　啓介 大津小

理　科 猪原　靖 潮江小 岩田　友里奈 介良中

生　活 白石　ゆり 香長小 廣瀬　愛 附属小

音　楽 濵田　陽治 佐川町教育委員会 中石　淑江 一宮中

造　形 達川　浩一 江ノ口小 松田　陽一 附属小

小　家 岩本　初美 加茂小 濱岡　かおり 附属小

技　家 山田　洋士 朝倉中 福田　元一 旭　中

保　体 山本　儀浩 小高坂小 平野　大輔 附属小

外　国 山中　由香 東津野中 寺尾　順子 土佐山学舎

道　徳 島内　祥夫 岡豊小 和田　礼史 北陵中

特　活 中野　博文 川北小 小松　朋子 春野東小

図　書 岡林　宏枝 大津小 武樋　亜紀 十市小

視　覚 浜地　洋一 片地小 梶原　和美 佐古小

進　路 鍋島　智 吾北中 今西　一成 夜須中

小・複 黒瀬　忠行 上ノ加江小 黒瀬　忠行 上ノ加江小

環　境 橋本　正博 土佐自由学校 西村　一輝 横浜新町小

令和元年度（2019）専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 藤田　由紀子 浦戸小 組織部長 吉村　美恵子 初月小

副会長（高知） 森　一正 五台山小 　　　副部長（高知） 廣瀬　潤 第四小

　〃　　（東部） 大井　厚志 舟入小 　〃　副部長（東部） 門田　満穂 安芸第一小

　〃　　（中部） 今城　純子 国府小 　〃　副部長（中部） 松﨑　加余子 奈路小

　〃　　（高岡） 西本　文雄 斗賀野小 　〃　副部長（高岡） 須内　康雄 大正中

　〃　　（西部） 布　正人 山奈小 　〃　副部長（西部） 大橋　更三 橋上中

事務局長 山下　美奈子 小高坂小 広報部長 海地　哲雄 高須小

　〃　　次長（高知） 西森　真理 潮江東小 　〃　副部長（高知） 吉永　佳代 はりまや橋小

　〃　　次長（東部） 幾井　良仁 田野小 　〃　副部長（東部） 小松　良浩 吉良川小

　〃　　次長（中部） 彼末　健一 大篠小 　〃　副部長（中部） 尾木　瑞季 日章小

　〃　　次長（高岡） 弘光　敦 米奥小 　〃　副部長（高岡） 児玉　恵美 浦ノ内小

　〃　　次長（西部） 清家　利華子 松田川小 　〃　副部長（西部） 久保田　隆一 中村小

研究部長 藤原　祐三 一宮小 会計部長 西本　壽香 旭東小

　〃　副部長（高知） 篠田　直男 神田小 　〃　副部長（高知） 吉井　容子 一ツ橋小

　〃　副部長（東部） 浜地　洋一 片地小 　〃　副部長（東部） 森田　卓志 大宮小

　〃　副部長（中部） 川端　純子 日章小 　〃　副部長（中部） 門田　早智 大篠小

　〃　副部長（高岡） 坂本　益英 興津小 　〃　副部長（高岡） 石川　美香 中央小

　〃　副部長（西部） 池上　みどり 大用小 　〃　副部長（西部） 久保田　隆一 中村小

事業部長 岡田　定之 初月小 会計監事 松下　整 城北中

　〃　副部長（高知） 田所　潤子 秦　小 　　〃 今西　和子 江陽小

　〃　副部長（東部） 中野　博文 川北小

　〃　副部長（中部） 和田　礼史 北陵中

　〃　副部長（高岡） 黒瀬　忠行 黒岩小

　〃　副部長（西部） 坂本　恭美子 南郷小

令和２年度（２０２０）　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 岡田　定之 初月小 岡林　千裕 附属小

書　写 大谷　俊彦 城東中 須藤　美香 宇佐小

社　会 伊藤　浩昭 伊野南小 田村　隆吏 朝倉第二小

算　数 弘田　博一 高岡第一小 井本　啓介 大津小

理　科 猪原　靖 潮江小 岩田　友里奈 介良中

生･総 尾中　映里 神田小 廣瀬　愛 附属小

音　楽 川添　貴生 池川小 石川　雅啓 朝倉中

造　形 達川　浩一 江ノ口小 松田　陽一 附属小

小　家 岩本　初美 加茂小 濱岡　かおり 大條小

技　家 山田　洋士 朝倉中 馬詰　敦 城東中

保　体 山本　儀浩 小高坂小 平野　大輔 附属小

外　国 山中　由香 鴨田小 安岡　未紗 安田中

道　徳 島内　祥夫 岡豊小 和田　礼史 北陵中

特　活 中野　博文 川北小 小松　朋子 春野東小

図　書 岡林　宏枝 大津小 岡本　えりか 城東中

視　覚 浜地　洋一 片地小 梶原　和美 佐古小

進　路 鍋島　智 吾北中 今西　一成 夜須中

小・複 黒瀬　忠行 黒岩小 黒瀬　忠行 黒岩小

環　境 友村　憲朗 高知小 西村　一輝 横浜新町小

令和2年度（2020）　専門部会役員名簿     
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役　員 氏　名 勤務校 役　員 氏　名 勤務校

会　長 藤田　由紀子 浦戸小 組織部長 岡田　定之 初月小

副会長（高知） 宮地　秀徳 長浜小 　　　副部長（高知） 廣瀬　潤 春野西小

　〃　　（東部） 大井　厚志 舟入小 　〃　副部長（東部） 門田　満穂 川北小

　〃　　（中部） 今城　純子 国府小 　〃　副部長（中部） 松﨑　加余子 奈路小

　〃　　（高岡） 西本　文雄 斗賀野小 　〃　副部長（高岡） 須内　康雄 大正中

　〃　　（西部） 坂本　恭美子 南郷小 　〃　副部長（西部） 大橋　更三 大島小

事務局長 山下　美奈子 小高坂小 広報部長 中野　博文 介良小

　〃　　次長（高知） 松本　真佳 潮江中 　〃　副部長（高知） 吉永　佳代 はりまや橋小

　〃　　次長（東部） 幾井　良仁 田野小 　〃　副部長（東部） 小松　良浩 室戸小

　〃　　次長（中部） 彼末　健一 大篠小 　〃　副部長（中部） 高橋　励 長岡小

　〃　　次長（高岡） 黒瀬　忠行 黒岩小 　〃　副部長（高岡） 児玉　恵美 浦ノ内小

　〃　　次長（西部） 久保田　隆一 中村小 　〃　副部長（西部） 清家　利華子 平田小

研究部長 藤原　祐三 一宮小 会計部長 西本　壽香 旭東小

　〃　副部長（高知） 篠田　直男 神田小 　〃　副部長（高知） 吉井　容子 一ツ橋小

　〃　副部長（東部） 浜地　洋一 片地小 　〃　副部長（東部） 森田　卓志 大宮小

　〃　副部長（中部） 川端　純子 日章小 　〃　副部長（中部） 門田　早智 大篠小

　〃　副部長（高岡） 坂本　益英 興津小 　〃　副部長（高岡） 石川　美香 七里小

　〃　副部長（西部） 池上　みどり 大用小 　〃　副部長（西部） 清家　利華子 平田小

事業部長 中川　弘子 潮江南小 会計監事 松下　整 西部中

　〃　副部長（高知） 田所　潤子 秦　小 　　〃 今西　和子 江陽小

　〃　副部長（東部） 井手　泉 羽根小

　〃　副部長（中部） 和田　礼史 北稜中

　〃　副部長（高岡） 中越　あかね 米奥小

　〃　副部長（西部） 小野川　聡 大月小

令和３年度（２０２１）　役員名簿
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部　会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国　語 豊田　益子 三和小 岡林　千裕 附属小

書　写 大谷　俊彦 城東中 須藤　美香 東又小

社　会 伊藤　浩昭 吾北小 田村　隆吏 朝倉第二小

算　数 弘田　博一 高岡第一小 井本　啓介 大津小

理　科 宮地　秀徳 長浜小 前田　悠佑 北稜中

生･総 尾中　映里 波介小 廣瀬　愛 附属小

音　楽 川添　貴生 池川小 石川　雅啓 葉山中

造　形 小杉　龍司 赤岡小 松田　陽一 附属小

小　家 岩本　初美 加茂小 濱岡　かおり 大條小

技　家 山田　洋士 朝倉中 馬詰　敦 城東中

保　体 田所　潤子 秦　小 内田　裕文 野市小

外　国 山中　由香 鴨田小 福留　雅子 山田小

道　徳 島内　祥夫 岡豊小 和田　礼史 北陵中

特　活 中野　博文 介良小 小松　朋子 春野東小

図　書 岡林　宏枝 大津小 岡本　えりか 城東中

視　覚 浜地　洋一 片地小 梶原　和美 佐古小

進　路 長岡　誠司 上分小・中 今西　一成 附属中

小・複 黒瀬　忠行 黒岩小 黒瀬　忠行 黒岩小

環　境 友村　憲朗 高知小 西村　一輝 横浜新町小

令和３年度（２０２１）　専門部会役員名簿     

 48



平成23年度 事業実績概要

難 圏 場  所 講師職氏名

第相口夏期国

―

会 平成
"午

7月 21日・22日 訂知会館 二瓶弘行・桂聖 朧 大附属小教諭 ) 298

第 19回国語セミナー 平成お午 7月 23日 縞 知はた農協会館 _lI弘行 (筑波大附属小)

第52回高知県国語教育研究大会 F瀬3年10日 21日 蒔魚市立初月小学榛 動 弘行 機 波大附属小 )

常52回高知県書写教育研究大会 14E23年12月 2日 露倉第二小学校 彙野秀章厳 7‐・芸大学教授 )

需8回社会科セミナー 平成
"年

7月 28日 自由民権記念鮪 響 由治機 西学院大学教育学議准機動

需5咽高jJI県社会科教育研究大会 7j診3年 11月 11日 耐豊小学校・北陵中学校 肯田和正 (東北福社大学特任教授 )

需41回高知算数セミナー 平成郎年7月 26日・27日 麟知県立追手前高校芸術
"ル

■本良和(筑波大学附属小)他銘 273

事26回幡多算数セミナー 平成23年 7月 お日 尊如は赳 A会館 議鐵邸む中口寿幸・大野桂 (筑波大学肘属」゙

平成23年度高知県算数数学教育研究大会 子虚 3年11月 2日 介良4 ・ヽ青柳中

“

蒻糠 H高類市教委争力向上スリ っヾ■ィナ→

お21回支部合同研究発表会 賊 24年 1月 7日 蔚知県竜賄百センター 9水保宏轍 大附属小副校長)

需17回理科セミナー r成23年 7月

"日
け属小 臨本和男碑蒲 口大学教育総台料学等摺 院教授

1ヽ中学校理科臨地学習会 平成23年 7月 29日 黄倉山自然の森博物館 六撤 夫(横倉山自然の森博物館副館長)

胃41回小学校理科夏期学習会 平成23年8月 3日 瓢知市立春野東4奪校

中学校理科夏期学習会 平動 年綸月3日 競 市螂 中学校 40

算59回高知県理科教育研究大会 (中学校・高知大会 ) 平d231111月 4日 蔚知市立青柳中学校 1村員 (高知大学理学部教授 )

移5錮高知県理科教育研究大会(Jヾ離支・高知大会) 平成23年 11月 22日 蔚知市立春野東小学校 晏本信也 (横浜国立大教育人間科学部) 108

L活科・総合的な学習部会夏季研究集会 平成
"年

8月 19日 付属小学校

冑2咽土佐教育研究会生活料 総ヽ合的な学習部会県大会 輔 23年 11月 29日 有国市立大篠ガ洋 校 り1鉄治(到‖大学教緞大学院)

r歳23年度合唱指導講署会 嘲 年も月11日 付属中学校 等橋保則 (東鳥都大田区立東調晴第二小) 92

訂知県合唱コンクール 駐 23年8月 6日 自手前高

…
F成お年度ピアノヨンクール 平成2訥隧月21日 竃風小・中学校

平成
"年

度独・重唱コンクール 平成2鍋円月4日 丸の内高校音楽館

蹟奏運 稜■ンクール 合押 ″―ル 平成お年11月お 日 lfl属小 ,中 学校

第58国高知県音楽教育研究大会 (幡多大会) 平j23手 11月 25日 黒潮町立大方中 ξ訳健治 (作曲家)

審 受賞記念演奏会 平成お年12月 26日 追手前高校芸術肝 ル

第51回表現・図画工作・美術科実技講習会 平成お年7月 27日 射属小学校 |1井淑子 (日 本折り紙協会理事)

第53日高知県い 究大会 平成舞 11月 18日 長浜小・横浜中 小堀修司(高知県立美術館学芸員 )

第45回高知県美術教育総合展児童生徒の部 平成2略認月15日 ～ 19日 県立美術館県民だ,リー /
平成23年度高知県小学校家庭科教育研究大会

全国小学校家庭科教育研究大会
平成お年 10月 28日

いの町鬱 ‖内小,伊野南′螂

県民文化た,(全体会)

寄井恭子
1文部科学省羽等中等教育局教科調査官D

中学校技術・家庭科夏率学習会く衣生活・住生活と自立> 平成23年7月 2日 高知大教育学部被服学実習室 ヨ村和子 (高知大例暇学)

中学校技術場議孵 菱悸 学習会 7成お年7月

"日
節曝詢 醐務田削顧お り箸 上分十 曝 文彦〈浦ノ内中教期レJA土佐くろしお女性部

中学校技術・家庭科夏季学習会く衣生活・住生活と自立>
…

月 5日 齢知大教育学部住囃 室 画島芳子 (高知大住居学 )

i学校技術・家庭科夏季学習会く
=ネ

′ギ罐 換> 平燃 有三8月 18日 ナこ終場センタ¬魔野
`深

一彦 (吾 1ヒ中学校長 ) 9

孵7回高知県ものづくリコンテスト(My/｀ ッカ 平成
"年

7月 29日 fl属 中学校

帯9回高知県からくリロボットコンテスト 平成23年 11月 0日 ドリシ 刻リプ高知 体育館

第鋼 高知県中学校技術・家庭停研究大会 平成Z観 月6日 蔵知市立西部中学校 自井裕史・伊藤薔美(県教清ヤ″毒 輸 4.3

専知県中学校技術・家庭科生徒作品コ″―ル(審査会) 平成 ″ 和 月 311日 廊知市立城西中学校 /
需52回高知県イ畔 校夏季共励会 平虚 y澪月 18日 芸々市立伊尾本小学校 神家一成 (高知大学教育義解関勤

事25回高知県小学校体育研究大会 平成″年 2月 2日 番美市立山田小学校 山中潤 (元香南市立野市東小校長 )

“
嘲 年度高知県英語教育研究大会 平成23年8月 19日・20日 記知大学 メデ″の森 久保野稚史 (神刺 1大推教授 )

第64回高知県中学=高校英語弁論大会 平成23711月 6日 ヒラリ札リテつ●力1/7プ

第30回高知県道徳教育夏期研修大会 平FR23年 7月 26日 ケこや 0セタリ 野 田邊重任 (高知大学准教授)

第

“

回高知県道徳教育研究大会 平成瀦年12月 Z日 訂岡第一小・土佐市民会館 250

第44回高短県特別活動研究大会 平成
"年

11月 22日 訂知市立朝倉小学校 石村久子 (須崎市立多ノ郷小獅 貿

平成23年度高知県学校図書館教育研究大会 平成郷年 10月 13日 争ね ・ヽ吾北申 野呂震幌 敵 学齢 122

平成器年度高知県放送・視感覚教育研究会夏期研修会 平成2鍋■月17日 雪土佐ふれあいおつ 中川一史麟 大学教授 )

平成23年度高知県放送・視聴覚教育研究大会 平成田年11月 25日・26日 高知大学朝翡 ス ■本爾弘鱗 県教委指導主割

第44回高知県進路指導研究大会 平成お1謎月23日 春野L7Xt→

苛知県へき地複式教育夏季研修会 r議23年3月 3目 安書市立穴内ィヽ学校 保ヽ 露美和 礎申しJヽ教粛 )

専知県へき地複式教育夏季研修会 平戯潟幣 月12日 中土佐町民交流会館 ヨ中元康 (附属小輸

島如県
～

地複式教育研究大会 F錫 奪2月 3日 コお‖町立大崎小学校 晟二恵美 (中部

―

)

被災地へ届けよう本のぬくもり ス成2嬌も月7日 断 植物園

巌知県動 研究大会 勁炒 3年11月 5日 自由民権記念館 中村滝男 (生態系けスト協会会長)
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平成 24年度 事業実績概要

第44回 夏期国語教育学習会 平成 24年 7月 23日・24日 高知会館 二瓶弘行・青木伸夫 (筑波大附属小教論 )

第20回 国語セミナー (幡多 ) 平成24年 7月 25日 払高知はた農協会館 二瓶弘行・青木伸 夫 (筑波大附属小 )

第631●高 知県国語教 育研究大会 平成 24年 10月 11月 催川町立黒岩 小学校 自右範孝 (筑渡大附属小 )

第 19回 四国書写教育研究大会 (高知大会 )

第53回 高知県書写教育CIF究大会

平成24年 11月 27日 高知市立朝倉第二小学校 長野秀章

(東京芸術大学教授・前文部科学省教科調査官)

第
"回

全国小学校 ll:会 科研究協議会研究大会

第39回 四国社会科教育研究大会

第60回 高知県社会科教育研究大会

平成24年 11月 8日・9日

高知県立県民文化ホール

南国市立岡豊小学校

高知市立昭和小学校

後藤謙次 (政治シ

'一

ナリスト)

第42L・l高知算数セミナー 平成 24年 7月 25日・26日 高知会館 山本良和 (筑波大学附属小)他 289

第27回幡多算数セミナー 平成24年 7月 27日 高知は河 A会館 山本良和 (筑波大学附属小)他

研究発表討議会 平成 24年 8月 18日 蹴風 小学校

高知 県算数数字教 育研 究大会 平成 24年 11月 2日 佐古小学校 藤井斉亮 (東京学芸大学教授 )

第18回理科セミナー 平成 24年 7月 27日 付属小学校 鳴川哲也 (福島県教育センター指導主事 )

平成 24年度高知県小中学校臨地学習会 平成2年 7月 30日 室戸シ
.オハ1-クヒ'シ・ターセンター 柴田伊廣 (理学博士 ) 15

第42回 小学校理科夏期学習会 平成 24年 8月 7日 香美市立片地小学校

第60回 高知県理科教育研究大会 (香美・香南大会 ) 平成24年 12月 4日 片地小学校・鏡野中学校 100

平成24年度合唱指導講習会 平成24年 6月 2日 付属小学校 高橋保則 (東京都児童合唱連盟副理事長 )

自丼:県唱歌コンクール(合唱の部 ) 平成24年 8月 8日 高知県立県民文化ホール

嵩知県器楽ヨンクール(ヒ7ノ独奏・連弾の部 ) 平成 24年 8月 19日 貯属小 ,中 学校

鳥知県唱歌コンクール(独唱・重唱の部 ) 平成24年 9月 9日 丸の内高校音楽館

第43回中国・四国音楽教育研究大会 高知大会 平成24年 H月 22月 島知県立県民文化ホー几他 藤原道山(尺八演奏家 )

高知県器楽コンクール(独奏・重奏‐合奏の部 ) 平成24年 11月 25日 付属小・中学校

雖 秀受賞記念演奏会 平成24年 12月 %日 島知県立美術館ホール

第54回 高知県造形教育研究大会 平成 24年 H月 30日 香美市立大栃中学校

第52回表現・図画工作・美術科実技講習会 平成 24年 7月 28日 付属小学校・高知大学 川井淑 子 (日 本折紙協会理事 )他

第46回高知県美術教育総合展 児童生徒の部 平成25年 2月 6日 ～2月 10H 県立美術館県離 キラリー ///

平成24年度高知県小学校家庭科教育研究大会 平成25年 1月 31日 大野見小学校 柴英里 (高如大学教育学部准教授 ) 15

ま  家 第11回幡多・四万十地技術・家庭科夏期研修会 平成 24年 8月 月 7日・8日 四万十市立中村中学校

中学校技術・家庭科夏季学習会 平成 24年 8月 12日 茂浪小学校・須崎工業高校

中学校技術・家庭科夏季学習会 平成2準田月21日 朝倉中学校 上回 (高知市消費生活″ ター)・笹岡利香 (ナ た ラルカフェ ササス
.ロハス) 17

中学校技術・家庭科夏季学習会 平成24年 8月 24日 伊野中学校 Jヽ栗一彦 (吾北中学校長 ) 8

全国中学生創造ものづくり教育フJ生従作品コンタール 平成 2ξ円月29日 城西中学校

第10回高知県からくリロボットコンテスト 平成24年 H月 4日 ホ・リテクカレップ高知 体育館

第8回アイテ'ィア′ヽック・コンタール 平成 24年 11月 4日 ポリテクカレッシ・高知 体育館

第51回 高知県中学校技術・家庭科研究大会 平成25年 1月 25日 梼原中学校 県教育センター指導主事2名

第53回 高知県小学体育連盟校夏季共励会 平成 24T8月 20日 高知市立横浜小学校 山本儀浩 (高知県教委ポ :准康教育課チープ)

第50回中・四国小学校体育研究大会 (高知大会 )

第26回 高知県小学校体育研究大会

平成24年 10月 26日 高知市立横浜小学校 自旗和也 (文部科学省教科調査官 )

平成24年度高知県英語教育研究大会 平成24年 8月 18日・19日 上lt,ハヒ・リテーションカレッシ
.

森日博士 (NHK国際放送局英語アナウンサー) 72

第65FOl高 知県中学・高校英語弁諭大会 平成 24年 11月 4日 土佐り′ヽヒ・リテーションカレッシ

第31回 高知県道徳教育夏期研修大会 平成24年 7月 24日 津野町役場 田邊重任 (高 知大学准教授 ) 80

第231HJ四 国小・中学校道徳教育研究大会

第46回 高知県道徳教育研究大会
平成 24年 11月 1日・2日

高知会館

介良潮見台小・介良中学校
横山利弘 (前関西学院大学大学院教授 )

第45回 高知県特別活動研究大会 平成25年 2月 7日 一宮東小学校 石村清茂 (春野東小学校長 )

平成%年度高知県学校図書館教育研究大会 平成24年 H月 1日 追手前小学校・潮江中学校他 西村繁男 (イラストレーター 絵本作家 )

平成24年度高知県放送・視聴覚教育夏季特別研修会 平成24年 8月 20日 高知県立高知南高等学校

第47回放送教育研究大会四国大会高知大会

平成24年度高知県放送視聴覚教育研究大会
平成24年 11月 2日 いの町立伊野南小学校・伊野市中学校 山本隆之 (NHKチーフフ・ロデューサー)

第45回 高知県進路指導研究大会 平成 24年 11月 16日 吾北中学校 二宮久美 (高 知学園短期大学 )

高知県べき地複式教育夏季研修会 平成 24年 8月 14日 川登小学校 田中元康 (附属小 )他2名

高知県へき地複式教育研究大会 平成25年 1月 29日 室戸 r・ll小学校

まるごと工台山 平成24年 5月 13日 牧野植物園

高知県環境教育研究大会 平成 24年 11月 3日 牧野アトリエ室 谷地森秀二 (四 国自然史学研究センター長)

50



平成25年度 事業実績概要

第45回夏期国語教育学習会 平成25年7月 22日・23日 高知会館 二瓶弘行・青木伸夫 (筑波大附属小 )

第21回 国款 ナー 幡 多) 平成25年 7月 24日 ス高知はた農協会館 二瓶弘行・青木伸夫 (筑波大附属小 )

第26回四国国語教育研究大会

第54回高知県国語教育研究大会
平成 25年 11月 22日 高知市立江腸小学校 鰺見機史 (異董教育大学決

―

第54回高知県書写教育研究大会 平成26年 1月 31日 高知市立朝倉小学校 販 青城 (教育書道コーディを ター 全日本書写書
首教育研究会参与 )

89

第 11回社会科セミナー 平成2≠目月29■ 高知市立はり締 小学校 90

第a日高知県社会科教育研究大会 平成25年 10月 25日 第四小学校・愛着中学校 寺本潔 (:J‖ 大学教育学部教授 ) 44

第43回高知算な ナー 平成2砕 7月 24日・25日 高知会館 山本良和 (筑渡大学附属小)他 264

第28回幡多算数撲 ナー 平成%年7月 26日 lAB多農協会館 山本良和 (筑波大学附属小)他 120

平成25年度研究発表討議会 平虚 斡隧月17日 高知大学教育学部附属小学校

高知県算数数学教育研究大会 :平成25年 11月 29日 具同小・中村西中 島騎學帯 西村圭一 (東京学業大場

第23回支部合同研究発表会 平成26年 1月 11日 高知県教育 レター

第1颯理科セミナー 平成為年 7月 26日 可知大学教育学部職風小学校 生々 木昭弘観 波大購属小 ) 70

Jヽ学校夏期学習会 平成あ年8月 13日 のヽ町立伊野小学校 30

中学校理科夏期学署会 平F■2r田月7日 島知市立城西中学牧 40

第∞回四国理科教育研究大会高知大会

760回高知県理科教育研究大会吾川大会
平成25年 11月 8日 のヽ町立伊野小学校 課本信也 (横浜国立大学教育人間科学部教授 ) 100

第り回中駆 国中

―

究大会高知大会

策に回高知県理科教育研究大会 (中学校高知大会)

平成25411月 14日・15日
鳥知会館・コ猪 中学校

虚西申学校り謂罷期貸ンター
平朝彦燿 立行政法人海洋研究開発機構理事長 ) 180

士佐教育研績治生活科・総合的な学習部会夏季研究集会 嘲 キ3月 26日 盪上自衛鏑 知駐屯地 F郷武昌 (饉 卜自衛隊高知駐屯所地二等陸佐 ) 22

育8回四目小学校生活・総合的な学習教育研究協議会研究大会

認 1回土佐教育研究会生活科・総合的な学習部会高知県大会
平成25年 11月 12日 有国市立岡豊小学校

ヨ村学 (文部科学省初等中等教育局教科調査官)

平成23年度合唱指導講習会 平成
"甲

胡 3月 付属小学校 住藤貴太郎

高知県IB警〃 -77(合唱の部 ) 平成あ鋪 月7日 蔚知県立県民文化肝―ル 560

可知県粋 ンタ■レ(l・7ノ独奏・連弾の部) 平成2勇印月18日 ほ属小・中学校 401

蔚知県唱勲 ―ル蝕 唱・重唱の部) 平成%年9月 8日 札の内高校音楽館 461

器60回高知県音楽教育研究大会(土長南国大会) 平成25年 11月 22日 た篠小・香長中・岡豊高 79

歌 県騨 ンタール(独奏・重奏・合麹 平成25年 11月 23日 付属小学校 204

議 秀受賞記念演奏会 平虎 メ■12月

“

ロ 蔚知県立美術鶴芸術十
"

200

書53回表現。図画工作・美術料実技講習会
平成25年7月 311日・ 31日
報 簿年電月6日・8日

付属小学校・高知大学 力1井淑子 (日 本折紙協会理討 他 40

第47回高知県美術教育総合展 児童生徒の部 平成26年 2月 12日 ～16日 県立美術館県民ギ,リー /
平成25年度高知県小学校家庭科教育研究大会 平成2578月 19日 高知大学教育学部附属小学校 山本陽子他

中学校技術・家庭科夏季学習会 平成25年7月 31日 調ケ丘中学校 石口恒彦 (上佐の匠)

第54回 中国・四国地区中
轍

塚 庭科研究大会
平成25年 8月 10日 高知県教育センター 自井裕史・伊藤富美 (高知県教育ヒ″‐指導主事 )

第12回幡多・四万十地区技術・家庭科夏期研修会 平成あい 月23日 四万十市立中村中学校

全国中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンンター彎 選 平成2mp月 27日 高知市立城西中学校

第8回高知県ものづくリコンテストCMy/ヽッ//1 平成為年11月 4日 高知大学教育学部附晨中学校 5

第 11回高知県からくリロポットコンテスト 平成25年11月 9日 イオンモール高知

第52回 高知県中学校技術・家庭科研究大会 平成25年 10月 23日 高知市立横浜中学校 白井裕史・伊藤富美 (高知県教育セン嬌 導主動

第5-県 小学体育連盟校夏季共励会 平成お年明 27日 のヽ町立伊野 南小学校

第27回 高知県小学校体育研究大会 平繭 月 10日 本山町立本山小学校

蔚知県英語教育実践研修会 平成為年7月 6日 蔚知県教育セン舛チ館 番岡3~ft(賢 明女子学院中学・高校教議 ) 68

平成25年度高知県英語教育研究大会 平成2"円月 17日・ 18日 自知県教育センター t田洋 (駒沢女子大鞠

第66回高知県中学・高被英語弁論大会 平成あ年 11月 4日 土佐リハピリ■ ションカレクプ

第32回 高知県中 期研修大会 平成お年 7月

"目
黒潮mle治減ルター コ邊重任 (高知大学准割 D

第47回 高知県道徳教育研究大会 平成器年 12月 26日 講 市夜須中央公民館 賞山利弘 (元関西学院大学大学院教授 ) 238

第46回 高知県特別活動研究大会 平成2“■月211日 艶知市立潮江南小学校

平成25年度高知県学校図書館教育研究大会 平成25年 11月 21日 室戸小・室戸申・室戸高校 宮西達也 (絵本側 168

平成25年度高知県放送・視聴覚教育夏季特別研修会 rt25寄電月12Fl 旭中学校

平成26年度高知県放送・視聴党教育研究大会 平成25年11月 22日・23日 中川一史 倣 送大学教育支撤 ンター)

佐藤圭汗 め 界屋鰺大 学 人間斜 学蔀 ヽ

第49回 高知県進路指導研究大会 平成 が 鴇 月23日 春野文化ト ル lllll

高知県へき地複式教育西部地区夏率研修会 平成あ年8月 1日 黒潮町立伊与喜小学校 小松和久 (高知大学鯖屁小学校 )

高知県へき地複式教育研究大会 平繊溜珀円月24日 闇 町立伊与喜小学校 二好文(高知県教育セン″研究贅発担当指導主事)

まるごと工台山 平成2545月 11日 高知県立牧野植場園 CPO牧野の方々

高知県環境教識 大会 平づ減夢手11月 9日 いの「力●/vぽの宿 J 池田秀仁
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平成26年度 事業実績概要

事 業 名 所 蔵氏 参加人数

国

語

第46回夏期国語教育学習会 平成26年 7月 22日 。23日 高知会館 二瓶弘行 (筑波大磁鷺小)他 263

第22回国語セミナー(幡多) 平成26年 7月 24日 JA高知はた農協会館 二瓶弘行 (筑波大附属小)他 104

第55回高知県国語教育研究大会 平成26年 11月 27日 香南市立野市小学校 吉田裕久 (広島大学大学院教授)

書

写

第55回全日本書写書道教育研究大会高知大会

第55回高知県書写教育研究大会
平成%イ事10月 31日

いの町立伊野南小学校

伊野南中学校
森建士郎 (坂本龍馬記念館長)

社

会

第11回社会科な ナー 平成26年7月 29日 自由民権記念館 都留覚 (筑波大附属小)

第62回高知県社会科教育研究大会 平成26年 11月 21日 高知市立潮江南小・潮江中 綸凝正幸(目立教育政策研究所調査官) 42

算

数

・
数

学

第44回高知算数セミナー 平成2(詢二7月 23日・24日 高知大学附属小学校 山本良和 (筑波大学附属小)他 250

第29回幡多算数セミナー 平成26年 7月 25日 JAM多農協会館 山本良和 (筑波大学附属小)他

平成26年度高知県算数数学教育研究大会 平成飾
`■

10月 28日 泉野小・三塁中 田中博史(筑波大学附鷺小)他

平成26年度支部合同研究発表会 平成″

`「

1月 10日 高知県教育センター 中野俊幸 (高知大学)他

理

料

第20回理科セミナー 平成%年7月 25日 高知大学附属小学校 佐々木昭弘(筑波大附属小)

小中学校理科臨地学習会 平成26年 7月 28日 浜田(海洋深層水研究所)他

小学校理科夏期学習会 平成26年 7月 31日 高知市立―ツ橋小学校

第62回高知県理科教育研究大会(小学校高知大会) 平成26年 10月 30日 高知市立―ツ橋小学校 神田優(黒潮実感センター長)

第62回高知県理科教育研究大会 (中学校吾川大会) 平成%T‐ 11月 27日 いの町立伊野中学校

生活 夏季研究集会 平成郷●-8月 25日 大野見小学校。大野見青年の家

音

楽

平成26年度合唱指導議習会 平成26年 6月 7日 階属小 佐藤賢太郎

高知県唱歌コンクー77(合唱の部) 平成26年8月 21日 高知県立県民文化ホール 1500

高知県器楽コ〃―ル(ヒ
゜

「
)根奏・連弾の部 ) 平成

“

事電り尋17日 職属小・中慟 稚園

高知県唱歌コンクール(独唱・重唱の部) 平成26T‐ 9月 7日 丸の内高校音楽館 800

第興回高知県音楽教育研究大会(香美・香南大会) 平成26年 11月 21日 生古小・夜須公民館・山田高校

高知県器楽コンクール(独奏。重奏。合奏の部) 平成%年 11月 23日 職属小・中学校 400

駿優秀受賞記念演奏会 平成26年 12月 26日 高知県立美術館芸続 ―ル 43団体

造

形

第55回高知県造形教育研究大会 平成26年 12月 1日 南国市立香長中学校 山田芳明(鳴門教育大学准教授)

第54回表現・図画工作・美術科実技講習会 平成26年3月 8日 附属中学校 川日英二(上佐中・高教諭 )

小家 平成26年度高知県小学校家庭科教育研究大会 平成2“円月%日 lfIB小学校

技
術
家

庭

中学校技術・家庭科夏季学習会 (須崎市) 平成26年7月 30日 猿崎市役所 大壌瑞穂 (須崎市役所保健福権 ンター)他

事1回木工舞レンツしンテスト高知県大会 平成%年7月 31日 隣浜中学校

豊かな生活を創るアイデアハ・ックしンクール高知県大会 平成2¢円月7日 島知大教育学部附風 中学校

第53回高知県中学校技術・家庭科研究大会 平成2648月 8日 討知大学農学部物部や ′式ゝ 上野耕史 (文部科学者教科調査官)

麟多・四万十地区技術。家庭料夏期研修会 平成2678月 29日 中村中学校 鈴木先生 (ますだや)

高知県中学生技術。家庭科生徒作品コンテスト(審査会) 平成26年 10月 3日 威西中学校

高知県ものづくリロボットコンテスト 平成26年 11月 8日 コ立高知工業高等専円学校

椰
健

体
育

第55回高知県小学校体育連盟共励会 平成おT‐8月 18日 南国市立大篠小学校 60

第27回高知県小学校体育研究大会 平成27年 1月 23日 奏芸第一小学校 武内典男 (安芸市教育委員会)

外
国

語

平成26年度高知県英語教育研究大会 平成2“田月23ロ 葛知県教育センター本館 町野幸―(文教大学教授) 1∞

組 回英語教育実践研修会 平成27年 1月 31日 葛知県教散 ンター本館 中嶋洋一 (関西外国語大学教授 )

事2回英語教育実践研修会 平成27年2月 28日 アスパルこうち 陰本達也 (元東雲大学教授)

道

徳

彗33日高知県道徳教育夏期研修大会 平成26年 7月 31日 香美市立中央公民館 田邊重任 (高知大学准教授)

署48回高知県道徳教育研究大会 乎成26年 12月 26日 葛知県教育センター本館 黄山利弘 (元関西学院大学大学院教授)他

別
動

特
溝 事47回高知県特別活動研究大会 平成27年 1月 29日 質崎市立新慮小学校 中村晋作 (南国市研究所長)

図書癬 平成26年度高知県学校図書館教育研究大会 平成26年 11月 6日 中村高。中村中・中村小 中協初枝

“

彬彙) 225

視

聴

覚

平成26年度高知県放送・視驚覚教育研究会
夏季研修会 (東部地区)

平成26T‐ 7月 5日 香美市立山田小学校 舞 幸江 (金沢星陵大学教授〉

平成26年度高知県放送・視稼覚教育研究会
夏拳研修会 (西蔀地区)

平成2“田月2日 四万十市立中村小学校 中川一史 (放送大学教授)他

平成26年度高知県放送・視聴覚教育研究大会 平成26年 11月 7日・8日 葛知市立高須小学校 中川一史(放送大学教授)他
準

路 第50回高知県進路指導研究大会 平成2“印月7日 春野文化ホール 由叡テイ 結城貴暁(トヨタヒ'スタワークス研究所)

へき地 弯知県へき地複式教育研究大会 平成26年 12月 1日 四万十町立米奥小学校

界
境

教
育

喜知県環境教育研究大会 平成26年 3月 1日 自由民権記念館 I・村滝男(生態系トラスト協会)

姜るごと五台山 秋深まる牧野の森を散策しよう 平成26年 10月 18日 牧野植物園 角川知寿子(絵手紙)
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平成27年度 事業実績概要

事 業  名 鐵 期 絲 参加人数

国

語

第23回国語セミナー(幡多) 平成27年7月 22日 A高知はた農協会館 二瓶弘行 (筑波附属小)他

第7回夏期国語教育学習会 平成27年7月 23.24日 奇知会館 二瓶弘行(筑波附属小)他

第56回高知県国語教育研究大会 平成27年 11月 27日 高知市立秦小学校 白石範孝 (筑波附属小)他
書

写 第56回高知県書写教育研究大会 平成″年 12月 3日 高知市立第四小学校 青山浩文(横浜目立大)

社

会

署12回社会科な ナー 平成27年7月 30日 高知大学附属小学校 寺本潔(玉川大学)

第63回高知県社会科教育研究大会 平成27年 10月 16日 安芸第一小学 小林宏己(辱囁 田大学)

算
数

・
数
学

高知算数セミナー 平 成 27年7月 21.22日 高知会館 山本良和 (筑波大学附属小)他

幡多算数セミナー 平成27年7月 23日 脚幡多農協会館 山本良和(筑波大学附属小)他

高知県算数数学教育研究大会 平成器年 1月 29日 南国市立久礼田小・北陵| 藤田究

支都合同研究発表会 平成28年 1月 9日 高知県教育センター 中野俊幸 (高知大学)他

理

科

理科漆 ナー 平成 ″ 年 7月 27日 鷲見辰美 (筑波大附属小)

小中学校理科臨地学習会 平成27年7月 28日 島知地方気象台
蘭知大学海洋イ総

―

― 紫和二則 (高知地方気象台)他 4

りヽ学校理科夏期学習会 平成27年8月 18日 禁半利小学校 中城満 (高知大学講師) 6

第63国高知県理科教育研究大会(4ヽ学校安芸大会) 平成27年10月 20日 祭半利小学校

第63回高知県理科教育孤究大会 (中学校安芸大会) 平 成 27年10月 20日 奈半利 中学 校

生

活

夏季研究集会 平成2748月 26日 田野町立田野小学校 5

第22回上佐教育生活科・総合的な学習部会県大会 平成27年 11月 12日 ヨ野町立田野小学校 松本謙― (富山大学人間発達科学部教授 )

音

　

楽

平成27年度合唱指導講習会 平成24閾月13日 附属イヽ学校 島田康裕 30

高知県唱歌コンクール(合唱の部) 平成27年8月 5日 オレンジホール

高知県器難 ″―ル(ヒγノ独奏・連弾の部) 平成″年毬月16日 射属小"中学校・幼稚園

高知県唱MIIンクール(独唱・重唱の部) 平成27年9月 6日 丸の内高校 音楽館 5tXl

需62回高知県音楽教育研 究大会 (高 岡・吾川支部大会 ) 平成27年11月 26日 高岡第一小・高岡中学校

高知県器疑 ンクール(独奏・重奏・合奏の部) 平成27年11月 23日 職属小・中学校

最優秀受賞記念演奏会 平成27年 12月 25日 高知県立美術館芸任 ル

造

　

形

第56回高知県造形教育研究大会 平リン7`暮 11月 26日 ハの町立吾北小学校 幽田万 明
r鷹門新苔十受革綿 億 蒔ヱカ書ま准新壊ヽ

第55回表現。図画工作・美術科実技講習会 平成27年7月 31日 高知大学朝倉キンパス 川日英二 (土佐中学・高等学校) 11

事55回表現・図画工作・美術科実技講習会 平成27年8月 21日 肘属中学校 野角浩― (高知大学)

小

家 平成27年度高知県小学校家庭科教育研究大会 平成27年8月 28日 附属小学校

技
術
家
庭

ホエヂレンシしンテスト高知県大会 平成″年8月 6日 附属中学校

幡多・四万十地区技術・家庭科夏期研修会 lF月え271「 7リロ28日 中村中学校

高知県中学校技術・家庭科生徒作品コンクール 平成27年 10月 2日 城西 中学校

「豊かな生活鵜 Jるアイデル ッヾグ」コンクール高知県大会 平 成 ″ 年 8月 6日 附属 中学校 3

高知県からくり,ホレ■ンテスト 平成27年 11月 7日 高知工専

第54回高知県中学校技術・家庭科研究大会 平成″隼 月21日 高知大学物部キャンパス 上野耕 史 (文部 科 学省 教科 調 査 罰
麟工 業 率

`サ
象 毯 受変 難色 調 春 菅 ヽ 48

保
健
体
育

第56回高知県小学校体育連盟夏季共励会 平成2躙円月21日 多ノ夢M｀学校 26

第28回高知県小学校体育研究大会 平成 27年11月 20日 有国市立スよ1-ッセンター 種ヽ 治 (国 士館 大 学 剣 道 部 監督 )

,Irl蕗 雄 で高 知士 堂 疾堂 蔀 議 師 ヽ

外
国
語

平成27年度高知県英語教育研究大会 平成解年8月 29日 専知県教育センター本館 安河内哲也 (実用檄 代表理事)

第1回英語教育実践研修会 平成28年 1月 30日 島知県教育センター分館 中嶋洋一 (関西外国語大学教授 )

第2回英語教育実践研修会 平成284-2月 13日 ′んペルこうち 根岸雅史 (東京外国語大学大学院教授 )

道

徳

第34回高知県道徳教育夏期研修大会 平成27年8月 7日 有国市保健福祉 ンター 障田和也 (香川大学准教授)

第49回高知県道徳教育研究大会 平成27年 12月 26日 訂知会館 質山利弘(元関西学院大学教授 )

髪原弘志〔東稲産業大学教授〕

特

活

第12回四国地区特別活動研究大会

第48回高知県特別活動研究大会
平成27年 11月 13日 繭 市立新庄小学校 杉田洋 (國學院大学人間開発学部教授 )

図

書 第27回四国地区学校図書館研究大会 (高知幡多大会) 平 成 27年 11月 5日・6日 中●/1 ・ヽ清水中・中村中・高 隣山流男 (児童文学作家)

視
聴
覚

平成27年度高知県放送。視聴覚教育夏季研修会 平成27年8月 20日 土佐山夢産地パツ交流館 宇治橋裕之(NH嗽送文化研究所主任研究員)

平成27年度高知県放送・視聴党教育研究大会 平成 27年11月 20日・21日 山田小・香lL中・楠目小 臨藤幸江 (金沢星陵代教授)

へ
き

地

高知県へき地複式教育夏季研修会 平成解律 月 12日 四万十市立中筋小 高橋真 (高知大学付属小)他

高知県へき地複式教育秋季研修会 平成27年 11月 6日 高知県教育セ″―

高知県へき地複式教育研究大会 平成27年12月 19日 安芸市立伊尾木小学校

環

境

教

育

自然体験学習「まるごと五台山」 平成27年5月 3日 腱黎臓物園 blPO牧野の森 68

高知県環境教育研究大会 平成27年 10月 25日 冒ロカウの森ネイタ韓 ″― 中村滝男(代表理事)
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平成28年度 事業実績概要
事 業 名 実漁時期 続 氏名

コ  罰

R48回夏顆国語教育学習会 称嬢 8年7月 21日・22日 蔵知会館 青木仲生。自板洋一 (筑波大学附属小 ) 332

寝24回国語セミナー 平成お午 7月 22目 JA幡多農協会館
言木

`日中う

大
大

第″日高知県図

―

会 軋成
"年

11月 25日 璽万十市立東山小学校 寧山敏郎 (大妻女子大学准教授 )

写 第57回高知県書写教育研究大会 平成
"年

10月 31■ 葛知市立大津小学校 青山浩之縦 浜日立大学教授 )

第13回社会科セミナー 平成器年 7月 27日 賞知大学附属小学校 宙井薗健徹 波大附属小)

第64回高知県社会科教育研究大会 平成
"年

10月 14日 蔵知市立昭和小・大津中学校 小林宏己 (早稲田大学教育・総合科学学術院教授 )

算  傷
数  学

高知算数セミナー 平虚 鉾 コ7月 25日・26日 鳥知会館 山本良和 (筑波大学附属小 )他

盾多算数セミナー 平蒔 7月 27日 四万十市中央公民館 山本良和 (筑波大学附属小)他

高知県算数数学教育研究大会 平Jυ9年 1月 24日 大方中・南郷Jヽ 川島出也 (元土佐研算数部会長 )

支部合同研究発表会 需配器年 1月 7日 島知県教育セ″― 中野俊幸 (高知大切 他

理
科

第22回理科セミナー 平成震年 7月 2日 蔚知大学教育学部附風小学校 驚見辰美 (筑渡大学附属小教譲 )

平成28年度高知県小中学校夏期臨地学習会 平成28年 7月 28日 却 II地質館 ,F‐ Jl町内

第4回小学校理科夏期学習会 羽斃序 椰 月26日 謝 町立三浦小学校

第64回高知県理科教育研究大会 (4ヽ学校・幡多大会 ) 平成盤年11月 29日 締 町立三浦小学校

細 回高知県理科教育研究大会 (中学校・橋多大会) 平成お年11月 25日 島短市立横浜中学校 岡村員 (高知大学防災推進セ″―特任教授 )

生

土佐教育研究会生活科,総合的な学習部会夏季研究集会 平成 お卸 月26日 ]万十町立東又小学校

第23回土佐教育生活科・総合的な学習部会県大会 平成

"年
1月 81日 回万十町立東又小学校 津川裕 (福 岡教育大学教授 )

音
楽

平成28年度合唱指導講習会 平成2876月 4日 付属小 島田康祐 (合唱指揮者 )

軒知県 lr■騨 ″ ―ル(合唱の部 ) 平成お神 月3日 暴民文化ヤラ ル ンプ 1300

属知県榊 ″―ル(ヒ7ノ独奏・連弾の部 ) 平成2848月 14日 付属小・中学校 働 稚園 400

葛知県唱駒 ″―ル蝕 唱・重唱の部 ) 平成烈4つ月4日 自知丸の内高校音楽舎 700

需63回 高知県音楽教育研究大会 (幡多大会 ) 平成28年 11月 25日 四万十市中村西中・中村小

蔵知蝉 〃―ル触 奏・重奏・合奏の部 ) 平成28年 11月

"日
付属小・中学校

蓄 受賞記念演奏会 平成23手 12月 26日 訂知県立美術館芸術ヤラ

輩

彩 9回四国造形教育研究大会 (高知大会 )

編 7回 高知県造形教育研究大会
平成28年 11月 22日 日豊高・高知大付属小。中

鰤 幼稚園・県立美術悌ホール
■田芳明 (鳴Fl教育大学准教授)

需56回表現・図画工作・美術科実技講習会 判 囲 犠 月10日・ 11日 蔚知大学・附属中学校
瑯 鉄太郎 (高知大学 )

宥50回高知県美術教育総合展 児童生徒の部 平成2"鎗月15日 ～ 19日 R立美術館県民ギウリー

卜学家展 平成28年度高知県小学校家庭科教育研究大会 平藤 7月 29日 自知大学教育学部附属小学校 14

技
術
家
庭

ヽエチヤレンシ■ンテスト高知県大会 平成お句 月23日 付属中学校

番多・四万十地区技術・家庭科夏期研修会 平成2鉾田月3日 中村中学校

1国・四国地区中学校技術・家庭科研究大会指導案検討会

―

月6日・7日 け属中学校 (技術分勁
子市中学校 (家庭分野)

訂知県中学校技術・家庭科生徒作品コ〃―ル 平成田年10月 7日 嚇西中学校

豊力彎 生活を創るアイテ▼ノウク・」ヨ″―ル高知県大会 平成2m田月8日 fln中 学校 3

訂知県からくリロボッ陣″ スト 平成お年 11月 5日 高知工専

鳥54回中国・四国地区中学校技術・家庭科研究大会

書55回高知県中学校技術・家庭科研究大会
平成8年11月 10日・11日

0もぽ―と

重都中強

上野耕史

(目立教育政策研究所教育課程研究センター

保
健
体
育

寝57回高知県小学校体育連盟夏季共励会 平成器年 8月 %日 口万十市立中1/1ヽ学校 摩田幸保 (美作大学准教授 ) 46

830回高知県小学校体育研究大会 平成29年 1月 2日 訂知市立場 Jヽ 学校 山本儀浩怖 師田小学校校長)

常55回学校体育保健研究大会 平成28411月 25日 室戸高校・室戸胸 ″ ― 山田敦子 (高知大学名誉教授 ) 204

外
国
議

葛知県英語教育研究大会 平成お1鶏月20日 葛知県教育セ″一分館

育1回英語教育実践研修会 平成
"年

2月 19日 アスパル高知 (東京外国語大学大学院総合国際学研究院教

道
徳

第3鋼高知県道徳教育夏期研修大会 平成287‐8月 3日 中土佐町立久礼中学校 垣内志帆 (4ヽ 中学校課指導主事 )

第50回高知県道徳教育研究大会 平成郎年 12月 26日 蔚知会館 横山利弘 (元関西学院大学大学院教授)他 256

549日高知県特別活動研究大会 平成28年 11月 22日 旬知市立五台山小学校 小笠原陽二 (愛媛県立東温市立川上小教頭 ) 36

図 書 督 平成28年度高知県学校図書館教育研究大会 平成
"年

11月 11日 山口小・鏡野中・山田高 福田隆浩 (作家)

視
聴
覚

平成28年度高知県放送・視聴覚教育夏季研修会 (西部地D 平成2877月 23日 中1/J難 りll一史 t放送大手教授 ,

=藤垂汀

`0釈
星籐★学数博ヽ 60

平成28年度高知県放送・視聴覚教育夏季特別研修会 平城 28塙月17日 高須小学校
「

豫健三
fNllK… センタ‐エクセクティアアナウンサー)

30

平成28年度高知県放送・視聴覚教育研究大会 平成郎年 11月 11日 I疇窃お:高知大学朝倉や ド入
松下幸司(香川大学准教授 )

平成 28年度高知県放送・視聴覚教育特別研修会 僚 部地区) 平成
"年

1"号

"ロ
■田イヽ学校 中夕l一史 (放選大学鞭 )

鷲 第51日高知県進路指導研究大会 平成盤年11月 1日 のヽ町立神谷小中学校 菊池省三 (いの町教育特使) 6

へ
き
地

高知県へき地複式教育夏季研修会 平繭 月10日 蔚知県立青少年の家 田中元康・高橋真 (高知大学附属小)

冑知県
～

地複式教育研究大会 平成28年 11月 1日 大野見小・大野見中

高知県へき地複式教育冬季研修会 平成2"彫月 9日 苛知県立青少年の家

罠 境 り
育

まるごと甫喜ケ峰～森林で学ぶ高知家の自然環境～ 平成お年10月 9日 葛知県立「甫喜ケ峰森林公優」 大目真一夫妻 (オカリナ層奏者)他
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平成29年度 事業実績概要
需49回夏期国語教育学習会 平成

"竹
月26日・27日 la~知会館 二瓶弘行・自坂洋一 (筑波大附属小 ) 309

第25回国語セミナー(幡多) 平成29年 7月 25日 IA幡多農協会館 _lI弘行 (筑波大附属小 ) 44

第58回 高知県国語教育研究大会 ■成29年 11月 30日 高知市立朝倉小学校 護波博孝 (広島大大学院教授)

事58回高知県書写教育研究大会 平成29年 11月 2日 艶知市立秦小学校 通口咲子 (千葉大学教授 )

第14回社会科セミナー 平成

"年
7月 25日 付属小学校 由井薔健 (筑波大附属小 )

第65日高知県社会科教育騒究大会 平成
"年

11月 24日 有国市立濠 ハヽ・香南中 自川景子(中 部教育事務所学校経営アル・ヽイサつ

難知算数セミナー 平成29年 7月 24日・25日 鳥知会館 山本良和 (筑渡大学附属小)他 2“

番多算数セミナー 平成29年 7月 26日 凰万十 中央公 民館 山本良和 (筑波大学附属小)他

可知県算数数学教育研究大会 平成2979月 28日 鳥知市立泉野小。大津中引 田中博史 (筑波 大附属小 )

え都合同研究発表会 平成Ю年 1月 6日 訂知県教育センター 中野俊幸 (高知大学)他

第23回理科セミナー 平成29年7月 31日 付属小学校 条F市長幅 学院大学転木短期大學非常蜘

小中学校理科臨地学習会 平成29年 7月 25日 資崎御手洗り:i千潟 Ir潤 吉彦 (高知大学名誉教授 )

小学校夏期学習会 平成
"年

8月 3日 高知市立高須小学校

第65回高知県理科教育研究大会 (4ヽ学校高知大会) 平成
"年

11月 7日 高知市立高須小学校

第65回高知県理科教育研究大会 (中学校幡多大会) 平成29年 11月 21日 黒潮町立大方 中学校

夏季研究集会 平成
"年

8月 18日 香美市立香長小学校

第2回高知県生活科・総合的な学者教育研究大会県大会 平成 29年 12月 5日 香美市立香長小学校 公本謙一唸 沢大学 )

平成29年度合唱指導講習会 平虎 9螂月3日 付属イヽ
~in

島田輔 30

高知県唱歌コンタール(合唱の部) 平成2948月 2日 県民文化お
'オ

レンプ 1500

島知県器砦 ンクール(ヒ7ノ独奏・連弾の部) 平成2鮮印月8日 吋属小・中学校 700

島知県唱騨 ンクウン(独唱 ,重唱の部) 平成 29年9月 10日 高知丸の内高校音楽館 800

署64回高知県音楽教育研究大会 (安芸大会) 平成
"年

11月 24日 轄 市コ

"北

4 ・ヽ清水ケユ 申
目立安芸高校・安芸市民会館

若松歓(作山家 ) 100

高知県器楽コンクール(独奏・重奏。合奏の部) 平成29年 11月 23日 付属小・中学校

最優秀受賞記念演奏会 平成

"年
12月 26日 専知県立美術館芸術群, 45団体

第58日 高知県造形教育研究大会
場悩隣決定が菫航した と、前年度の四国大会で略 の人員が授業者・獄麦者務 めていた と等の理由により、県大会開催を1年空けることにし
れた

書57回表現・図画工作・美術科実技講習会 専門研究デッサン 平成29年 8月 9日 言知大学教育学部版画陶芸室 可部鉄太郎 偏 知大学 :

常57回表現・図画工作・美術科実技講習会 専門研究版画 平成2"田月10日 lrl属 中学校美術室 川田英二 (土佐 中学・高等学校 )

平成29年度高知県小学校家庭科教育研究大会 平薩

"「

7月 31日 笥知大学教育学部附属小学校

窮4日本 工升 ″ シ'コンテスト高知県大会 平成2γ田 月25日 付属中学校

嬌多・四万十地区技術・家庭科讐 平成 2騎田 月 3日 中村 中学校 常木篤 は すだや ) 17

高知県中学校技術・家庭科生徒作品コンタール 平成
"年

10月 6日 横浜 中学校 60

「豊かな生活を創るアイデル■ク・Jコンクール高知県大会 台風のため中止 となりました

第15回高知県からくリロボットンテスト 平成29年 11月 4日 高知工専 202

第56回高知県中学校技術・家庭科研究大会 平成 29年 11月 17日 清水ケ丘 中学校
,燿千世縞 知鋳蟻婦辞″■■フ)伊藤乃 (″ 指導主事)

昨口康司(東部教育事務所指導主幹

ell造 アイテレアロホ・ットコンテスト中国・四国地区大会 平成29● 12月 3日 春野総合運動公園体育館

第58回高知県小学校体育複輻夏季共励会 平成

"網
月24日 高知県立摯 ンター

野市総合体育館
●婿功一潮痢 弩置卿
司口健吾 (高知市刈■ツ振興事業kll)

第31回高知県小学校体育蘇究大会 平成 2鮮閾 月29日 津野町立中央小学校 ,賛孝篤 (県立青り4セ″―升フ )

第66回学校体育保健研究大会 平成29年 H月 24日 苛知市総合体育館・高知会館 大塚剛弘(県保健体育課弁プ)

苛知県中学校英語弁諭大会 平成 29年 11月 11日

第42回四国英語教育研究大会(高知大会) rJ294F12月 9日 高知県民文化ホール クリーン そ河内哲也
|一般財団法人実用な 代表場

250

第36回高知県道徳教育夏期研修大会 争風接近のため中止となりましれ

第51回高知県道徳教育研究大会 平成
"年

12月 26日 番美市立中 ″ ―香北 賞山利弘 (元 関西学院大学教授)他

土佐教育研究会特別活動研修会 平成 30年 1月 13日 調倉小学校

平成29年度高知県学校図書館教育研究大会 平成29年 11月 14日 昭知小・中学校 哺醒蹴ぼ高知県教育委員会「教議が学び、教師が育つ
自支づくゞ 、シフ用熱ス‐イリ 7ヽ,→

平成29年度高知県放送・視聴覚教育夏季研修会 (西部地区) 平jれ947月 22日 動量樹 艶鶏 諄蒼 ■部レター 蜘 大(CA 黙ヽ nds餞 取締役社長 )

平成29年度高知県放送・視穂覚教育夏季特別研修会 平成2γ隧月22日 らより窃 ス 衝島亨子 (幼 )・ 山本健吉 (4つ

自英司 (中 )・小島一久 (高)
30

平成29年度高知県放・送視聴覚教育研 究大会 (中学校 ) 平成29年 11月 7日 蔚知市立青柳中学校

平成29年度高知県放・送視聴覚教育研究大会 (ガ難 〕 平成29年 11月 15, 義 市立山田小学校 攀 江 (金沢星稜大学教授 )

第52回高知県進路指導研究大会 平成29年 10月 27日 卜山町立嶺北中学校 寺崎千秋鯖 調査研究所研究部長)

高知県へき地複式教育夏季研修会 平成29年 7月 31日 蔚知県立青少年の家

第66回全国へき地教育研究大会高知大会

第6回 中国。四国地区へき地教育研究大会高知大会

平成29年度高知県へき地・複式教育研究大会

平成 29年11月 1日 ～ 2日 爵知県立文化沐―ル他 lE留功男(フリー
‐
/・「 17ンナー) 1000

高知県へき地複式教育冬季研修会 平成30年 1月 17日 蔚知県立青少年の家

平成29年 10月 7日 有喜冽島森林公園
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平成30年度

良和 (筑波大学附属小)他

山本良和 (筑渡大学附属小)他

青山和裕〈愛媛教育大学)

四万十市立具同小学校

‖一史(放送大学細勢

3208人



令和元年度 事業実績概要

青木伸夫・自坂洋一

11回 四国小学校生活科・総合的な学習教育破究協議会研究大会 典 (文部科学省初等中等教育局

乃(県教育センタ嗜 導主事

利弘(日 本道徳教育学会名誉会長)
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令和2年度 事業実績概要

事  業  名 実施時期 場  所 錘 名 参加人数

国
語

第61回高知県国語教育研究大会 令和2年 10チヨ30日 いの町立綾 JII小 学校 自石範孝 (明星大学教授 ) 160

書

写

高知 県書写教育研 究揺撃 中止

社
会

第53日全国 中学校絆会料裁書研究大会高知大会 中止 (紀要作成 )

恵知 県宜数・数 学 舞 書群 空 士全 令和24F10月 30日
小学校(高岡第一小)

由 登 叙γ +株 童 由 ヽ 鵬蔀松 一 貞Kr菖如 十 単 ヽ 160

普 操

第46回高知県普薬教育研究会・普薬研修会 令和 3年3月 27日 一 宙 中学 結 砧舗詢ば支部科学省教科譲杏官 ) 35

造
形

籠55回羊術教育総合羅 中 Iト

小 オ

家庭科数焼 レシピ生(冊子 )の作 成・製六 令/112年 慮

保 体

第61回高知県小学校体育連盟夏季共励会 令和2年8月 6日 +津小学校

安江美保
(ノート″

゛
ム清心女子大学准教

力曜みヽ 50

筆34同嵩知 県月警 伝 書評 空 士全 冷胡躙24112月 1日 南国市立+市小学校
芋賀孝司
r歯国市 十 日音 月、単椿 教 輻 ヽ 30

高知 県英語教育研 究大会 中 止

筆54同嵩知 県道薇教育研 究大会 令和 2年1l o月 30日
岡豊小学校
一官 中学籍

七条正興 (高松大学教授)

監嚇 未 二 r― 痙 岩認む 馴塞■調 フト菅 ヽ 250

隆 鴨睡 勧 姜 奎 の 企 ナ 万ヽ ノ バ` ー 手 ノン グ 薔 mmmrヮ ハ
^m、 令飛コ2奪110月 25日 zoOm会雷饉

杉田洋 (国學院大学教授 )

粛部恭 訳文部科学省教科調査
:=ヽ 150

韓
館 学校図書館担当になつて～基礎編～」

r備題、の冊子作成 令和2年庁

1ヽ 撼
模

豪 J
高菊 lF_′卜押纏・箱 せ 新 書 群 染 士 会 翁漑む2奪112月 2日 浦戸′卜単籍 幕永かた子 (高知大学 ) 140
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令 和 3年 度 事 業 計 画 書
甫助聾 務 士佐教育研究会

事 業  名 鐵 期 場  所 講師職氏名

窮52回夏期 国語 教 育 学 習 会 告和 3年7月 26日・ 27日 自知 会 値

彗訪日響層買雷馨纂ξ群糞実ξ知大会)
令和 3年 11月 19日 高熟市立旭東小学校 富西達也氏 (作曲家)

第23回 四国書写教育研究大会
第61回高知県書写教育研究大会

令和3年11月 高知市立大津小学校
(予定)

社  会

蜜 17日 2-「 全・31シミキ ー 合知 露 薗 日 ,R日 高価 市 十 露 ftlメ 、学 驚 由 華 1薗健 ■ r早稲 田大学 総合斜学学術院 教惨う

鱗 431●l囲 回 朴 全 科 動 さ 群 空 ★ 全 恵 塩 ★ 金 箸釉Rな
=lo員

1■ 日 蔵範 古 十 四 釉 月、攣 お /1t景 勢 口 氏
`生

泄美単疇尾月、挙お 毅諭ヽ
100

高知 県社 会 科 教 育研 究 大会 (中学 校 ) 針為 3年11月 19日

令和3年度高知県算数数学教育研究大会 合和輌Fl月
ξ南市立香我美小学校
ξ南市立香我美中学校

160

樹

卜中 磐 菫

―

全 会 莉口熙
=R日

田科 ヤ Sサー 令和 34F7月 高知 大 学 附 底′卜学校

llN学校 富 期 学 習 会 合fl13年 8月

申蝉坤ケ恵 In単ヨ暮会 令ヌ随RttR日 オー テピア

整68回高 知 県揮 科 研 究 大 会 高 熟 大会 (ノ Iヽ戦 ) 今和 3年 11月 嵩知 市 i7‐恵須 ノト学蛉

彗68日 高知 県揮 鰤 空 大 会 嵩 如 大 会 (中学 籍 ) 今穐 3年11月 オーテピ7

菫毎 県 生 活 科・ 総 谷 的 か 堂 習 舞 書 癖 客 キ 全 本アnR■日栞■ 意熟 十 登 齢 嵐 月、受 鮮

● .llF厠 書 率 着 蓄 評 ″ 十 会 今和 3年 11月 26日

筆60同高 熟 風 浩 彬 菱 書 群 牢 士 会 輛 年 1,日

寿 薄・ 図 面 T佐・ 恙 衡 葺
=縁

議 習 李 菫
「

ll好 容 T~.・7■シ 斜昴薔R4ER日

第60回表現・関画工作繰 術科筆稽議習会 教新研究版面 令和 3年8月 言知 ☆単 附 届小 学籍

キなの■・う の蒙底郷装室 会発鼈R年7日 -8日 言蔀 十 堂 晰 屁 Л、堂 お

鱚 夕・ llt,+機 反 粘 術 .夕摩 多 菌 壺 癖 修 全 令牙■3年8月

魯諄か な生 瀬膨綺罰るアイテアハ・ック'lコンンクール結高知 県夫
=ゝ

会和 3生●10月

李国中学な創蓄舗kのうぞり蓼レ1タフiア,o,1凰報 合引籠R肇封 1日

あなたのためのお牟当コンクール 合和 3年11月

護 19同 高知 県中学 /「カム でリロボットコンテスト 合和 R標 1l II

密 ■o日童 4n量 鶯 蘇 .壼藤 対 Frな +全 軒寡L鮮自 ,日

筆62回高知 興小 学 校 体 書 撞 申 菖 季 糞 励 全 告和 3璃 月 ■ F_.苗同 ヨア象

窒 κo日 由 .lII日 ′崚 株 彗 癖 密 +仝 各ftlR毒ユ10■ ,9H ■島 卜蛍 檸 壼 FFl―■力 應К ttfノ ラヾリンヒ
゜
ッタメタ・リストヽ

500

舞 59回高知 県学校 体吉 保 律 研 究 大 会 告和 3年11月 き著菱割
100

高知 県薬 評 教 育 研 究 矮 舎和 3F● 12月 喜熟 県蓼輌ざセンター 時

嵩 III晨中 学 檸 革 藷 李 諭 士 会 今ftlRttEl l日 蔚輛 直 新 薔い ′‐

`瀑
藤 十 全 ヽ

第27回四国小・中学校道徳教育研究大会 (高知大会)

第55回高知県道徳教育研究大会
令和3年11月 1日・2日 有国市サダンシルー本テル

菊国市立岡豊小・北陵中

飯塚秀彦氏(文部科学者調査官)

七條正典氏(高松大学教授)

高価 県特 卵1活動 研 究 大 会 金 触 年 11月

コ書 彙
吉萄 置 堂 檸 蘭 彗 舘 勤 誉 評 牢 士 全 嵩 熟 十 全 会 Il13年 11月

見駆 9
恵奉 特 別確 会 令莉 3年8月 葛知 市

昔 島 は 警 義 .旭繊 唇 競 彗 Fr″ +△ 令 莉 3年 lo月 卸 II_由 眸
100

籠 5A同高 伽 ほ准 蕗 増 違 群 牢 十 全 全 熟 R狂 11月

jヽ 規 撃
舞  ヨ

菖 熟 風 オ、相 焙 .塩オ 場 杏 百 丞 群 修 全 金和 3年8月

嵩砲 県月、揮 造・梅 式 勤 曹 群 牢 士 全 全ftlR年 1,貴

疑境 議
青 まスビル苓苔 il●n持野 合 和 3年 10月 23日 牧野植 物 園

事業内容 本会は職能団体であつて、教育に関す研 究会・講演の開催、研究・調査・成果の刊行及び会報の発行体」ボソ掲載)等を行つている。
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令和３年度  土佐教育研究会東部支部活動計画 

 

１ 支部の組織構成（令和３年度役員名簿） 

役職 氏名 勤務校 役職 氏名 勤務校 

支部長 大井 厚志 舟入小学校 事務局 幾井 良仁 田野小学校 

研究部長 浜地 洋一 片地小学校 研究副部長 吉良 和夫 伊尾木小学校 

事業部長 井手  泉 羽根小学校 事業副部長 中島 佳史 大宮小学校 

組織部長 門田 満穂 川北小学校 組織副部長 大谷 晃弘 野市東小学校 

広報部長 小松 良浩 室戸小学校 広報副部長 山岡 大二 野市小学校 

会計部長 森田 卓志 大宮小学校 会計副部長 白石 ゆり 大栃小学校 

 

２ 支部の活動 

（１）東部支部役員会         

 第１回  令和３年６月１２日（土） 9:30 ～ 11:00  （ 香美市立舟入小学校 ） 

第２回  令和４年１月２９日（土） 9:30 ～ 11:00  （ 香美市立舟入小学校 ） 

 

（２）東部支部総会 

①期 日  令和３年７月 ３日（土） 10:00 ～ 11:00 

②場 所  （ 香美市立舟入小学校 ） 

③内 容 

〇 報 告  ・土佐研定期大会の報告 

〇 議 事  ・令和２年度 東部支部活動報告、決算報告 

    ・令和３年度 東部支部活動計画（案）、予算（案） 

    ・令和３年度 東部支部役員について 

    ・東部支部教育研究会に向けて 

 

（３）東部支部教育研究会 

   ①期 日  令和３年１２月１１日（土） 13:30 ～ 16:30 

   ②場 所  香南市立野市小学校 地域連携室 

   ③内 容 

◇ 実践発表         

    （ 安芸市立川北小学校     ） 

（ 安芸市立清水ケ丘中学校   ） 

◇ 研 修 ※オンライン（リモート）講演 

      演題：『ＧＩＧＡスクール構想におけるタブレット端末活用のポイント（仮）』 

      講師：放送大学教養学部教養学科情報コース 教授 中川 一史 氏 

 

 

 

 

 

３ 組織拡大の取組 

 〇 校長会や教頭会での呼びかけ 

  〇 研修会の案内を管内のすべての学校に送付 

令和３年８月１６日（月） 第１２回土佐教育研究大会（中部支部研究大会） 

支部提案：香美市立大宮小学校 

テーマ：「概念的理解を深める学びの創造」～国際バカロレア初等教育プログラムの実践より～ 

発表者：ＰＹＰコーディネーター 百田 曜誠 教諭 



令和３年度 中部支部活動計画 

 

１ 支部の組織構成（令和３年度役員名簿） 

   支部長  今城 純子  南国市立国府小学校 

   事務局  彼末 健一  南国市立大篠小学校 

   研究部  川端 純子  南国市立日章小学校 

   事業部  和田 礼史  南国市立北陵中学校 

   組織部  松﨑加余子  南国市立奈路小学校 

   広報部  髙橋 励   南国市立長岡小学校 

会計部  門田 早智  南国市立大篠小学校 

 

２ 支部の活動 

（１）５０周年記念大会に向けての準備 

    ・案内文書作成 

    ・講師依頼 

    ・運営 

（２）組織拡大の取組 

    ・各校、役員を中心に組織拡大の取り組み 

    ・補助をする研究大会等で「入会のご案内」の配布 

（３）その他 

    ・役員会の開催 

 

３ 土佐教育研究会中部支部研究大会【予定】 

（１） 日時  令和３年１２月４日（土） １０：３０～１６：４５ 

（２） 日程  １０：３０～１１：１５  授業①（大篠小学校５年１組） 

        １１：３０～１２：２０  研究協議（授業①について） 

        １２：２０～１３：３０  昼食・休憩 

        １３：３０～１４：１５  授業②（大篠小学校４年４組） 

        １４：３０～１５：１０  研究協議（授業②について） 

        １５：２０～１６：４０  講話 

        １６：４０～１６：４５  閉会行事 

（３） 場所  南国市立大篠小学校 視聴覚室（南舎４階） 

（４） 講師  国士舘大学 教授 澤井陽介 先生 

 

 

 

 



令和3年度 土¨ 副 輛 政 部 潤 騰 旧

1却 雌

縣

支部長

副支部長

副支部長

副支部長

難 服

難 融 長

嚇

難

晦

広報部長

会計部長

氏 名

宮地 秀徳

弘瀬健‐部

藤原 祐三

森  ―正

松本 真佳

中山 倫世

篠田 醸

田所 潤子

蘭瀬  潤

吉永 佳代

誹 行

戦 名      所 属 名

長浜小学校     高知市教育研究会 会長

第六小学校     高知市教育研究会 副会長

一宮小学校    高知市教育研究会 副会長

五台山小学校    高知市教育研究会 副会長

潮江中学校     高知市教育研究会 事務局長

教育研究所     高知市教育研究会 事務局次長

神田小学校    ¨ 会 研究部目J部長

秦ノ1ヽ学校      ¨  事業部副部長

春野西小学校    
…

 組織部副部長

はりまや橋小学校  ¨ 究会 広報部副部長

一ツ橋小学校    土佐教育研究会 会計部副部長

2 支部の取組

0支部の活動計画

(1)各教科・領域での研究活動の推進

・高知市教育研究会等の各研究団体との連携した研究実践・研究大会の開催

(2)組織拡大の取組

・各校,役員を中心に組織拡大の取組

(3)講演を含む研究活動の推進

・各教科研究会の支援                .

3 土懺歌育研究会 富知市支都研究大会

(1)期 日 : 令和3年 月 (未淘

(2)主 催 : 土佐教育研究会高知支部

(3)会 場 : 未定

(4) 日  理豊  f  13115～ 13:15 鮒

13:30～ 13:35 51会 行事

13:35～ 15105 講演

13:05～ 15:15 閉会行事

(5)講 師 : 未定



役 職 名 氏   名 勤 務 校

支 部 長 西本 文雄 斗賀野小

事 務 局 黒瀬 忠行 黒 岩 小

研究部長 坂本 益英 興 津 小

事業部長 中越 あかね 米 臭 小

(2)教科部長

令和3年度 土佐教育研究会高岡支部口活動計画
1.支部組織構成

(1)高岡支部役員

役 職 名 氏   名 勤 務 校

国 語 小漬 み Iま 高岡第一小

社 会 長岡 誠司 上 分 中

算 数 古谷 仁 上 分 小

理 科 竹内  満 越 知 小

生 活 中越 あかね 米 奥 小

音 楽 石川 雅 啓 葉 山 中

造 形 久万 洋資 佐 川 小

技 家 安岡 健二 戸 波 中

2.高岡支部の活動計画について

(1)高岡支部役員会 (会長・事務局)

期  日:令和 3年 4月 20日 (火 )

内  容:令和 3年度 高岡支部活動方針口活動内容の検討

(2)高岡支部総会並びに研修会

期  日:令和 3年 7月 8日 (本 )15145～ 16:45
会  場:佐川町文化センター 2F西講座室

内  容ニ

①土佐研高岡支部、教科壼支部役員の確認

②研修会高岡支部の活動計画について(研究会u学習会等)

■土佐研高岡算数サークリレ学習会:毎月1回 土佐市教育研究所にて

■高岡理科部会:子ども理科教室、夏休み標本教室、教材研究 他

■道徳部会・特活部会・技術家庭部会口生活部会 E′
lヽ家部会:教材研究等

③研修会

麟講話 :「 学校における働き方改革推進について 」

講師1 佐川町立斗賀野小学校 西本 文雄 校長

(3)高岡支部研修会並びに総会  【令和 4年 2月 開催予定 】

研修会 講話 口講師:「  調整中           」

(4)その他

■組織拡大の取り組み。

■会費を、速やかに納入することを呼びかける。

■新規会員加入を、個々で呼びかけする。

■各部会に、活動資金を配分する。

■令和 4年 2月 に、年度末の総会・研修会を予定。

役 職 名 氏   名 勤 務 横

組織部長 須 内 康雄 大 正 中

広報部長 児玉 恵美 浦ノ内71ヽ

会  計 石川 美香 七 里 小

役 職 名 氏   名 勤 務 校

保 体 片岡 一朗 日 下 小

外国語 矢野 芳恵 浦ノ内中

道 徳 石川 美香 七 里 小

特 活 片岡 ―朗 日 下 小

図 書 須藤 美香 東 叉 小

視聴覚 西 本 文雄 斗賀野小

進 路 長岡 誡司 上 分 中

小規模・複式 黒瀬 忠行 黒 岩 小

環 境 安井 正仁 黒 岩 小



役職名 氏  名 勤務校 (連絡先) 主な職務内容

支部長 坂本恭美子 黒潮町立南郷小学校 支部総括

副支部長 今津 一志 宿毛市立成Ini小学校 支部長の補佐

事務局長 久保田隆一 四万十市立中村小学校 諸事務担当

研究部長 池上 み どり 四万十市立大用小学校 研究の充実、共催活動の促進

事業部長 小野り11聡 大月町立大月小学校 人材バンクの構築

組織部長 大橋 更三 宿毛市立大島小学校 力日入促進

広報 摯

会計部長
清家利華子 宿毛市立平田小学校 広報活動の充実・会計担当

令和 3年度 西部支部活動計画

1 支部組織構成 (令和3年度役員名働

2 支部の活動

(1)西部支部役員会

第 1回 令和 3年 6月 12日 (土) 組織確認・活動計画

第 2回 令和 4年 1月 29日 (土) 活動1報告・成果と課題:次年度の方向性

(2)支部総会並びに研修会

第 3回 令和 3年 8月 17日 (火) 支部活動等についてと研修会

(3)組織拡大の取組

・令和 3年度の支部組織の構成や活動計画について支部で協議し、本年度の取組や役員の

決定、任意研究団体の上佐教育研究会との関連性や運営等について確認する.

・西部支部には独自の任意研究団体が多くあるので、将来'性を考慮し、連携を図りながら

研究を推進してぃく。

・土佐教育研究会や西部支部の存在を周知するように、支部総会の開催 と重ねて広報活動

を行 う。

(4)後援を含む研究活動の推進

・土佐教育研究会西部支部総会並びに職鬱会 (8月 17日 )の実施

・llC多算数セミナーの共催

'幡多道徳教育研究大会の後援 ―
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